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爾雲美香さん

（酉之蔚大下〉

聾｛ 1温泉センター

霊月 5・12・19・26．

、2月 2・9・16・23

鼠　　　　　躍

　　　　お魚いっぱい水族館

　松之撫町の王年生全眞で水族館へ行ったこと

を描きました。きれいなお魚を見ている友達の

顔を工夫して描きました沿

轍

　　がんぱった河童のつめたと翻

　渋海獅の筋で子供たちが遊んでいる駈を描き

ました。子供たちの着ている着物が．ヒ手に描け

たと思います．

　　2　隼
竹内濠輝くん

（湯之島　下新屋）

控
月
の
で
き
ご
と

ヱ08521濤研懸繕ε三1掻i2H欝檬　繊

蝿鼠　　 園※翠の湯は冬期問休みです

醐團團圏＿
お《導》融《罵鷲》　　　　　　（死亡年月日）

高橋平藏さん　　86歳

　　　　天水島（携端）　　　6・捻・3

小野塚義一さん　87歳

　　　　天水農〈後）　　　　6・12・達

重野ヒデさん　　瓢歳

　　　　下蝦池（隠居〉　　　6弓2・8

高橋ヨシさん　　67歳

　　　　湯本（まるたか〉　6・鴛・25

出鵜トメさん　　97歳

　　　　藤倉（補の木）　6・12・29
※鎗月1Elから31賛までの履出分です。

※繍整瓢㌘は’墜ヨ
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園
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会
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ふ
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祭
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隼
末
の
交
通
事
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防
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農
業
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興
会
総
会

新
井
帯
義
会
視
察

葛
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区
子
供
交
流
会

町の動き
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　　　　王月1β環在

総人口3，588人（一6）

　　男1，739人（一3）
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績
　
官
庁
仕
事
納
め
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月
得
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か
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月
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臼
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予
定
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鷺

　　女i，849人（一3）

盤帯数三，賂3戸（一2）

（）内は前月との此較

ム
コ
投
げ
、
墨
ぬ
り

フ
ァ
ミ
リ
…
ス
キ
書

リ
ハ
ビ
リ
教
室

上
石
杯
ク
曽
ス
カ
ン
ト
リ
…

大
会

松
之
山
ス
キ
ー
競
技
大
会

編
集
後
記

　
弱
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
平
成
七
隼
の
亥
年
が
ス

タ
…
ト
し
ま
し
た
、
薪
年
は
雪
の

心
配
も
な
く
、
“
じ
ょ
ん
の
み
な
”

お
正
月
で
し
た
。
さ
て
、
み
な
さ

ん
新
し
い
年
紅
陶
か
い
抱
負
を
お

持
ち
で
し
ょ
う
か
。
私
も
広
報
紙

撞
当
と
し
て
、
あ
れ
も
こ
れ
も
と

た
く
さ
ん
の
抱
負
が
あ
り
ま
す
。

一
年
は
皐
い
も
の
、
計
函
だ
け
に

終
ら
せ
ず
実
現
に
晦
か
っ
て
、
猪

突
猛
進
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
ゆ

み
な
さ
ん
か
ら
の
話
題
・
購
報
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
心

一今月畢の衰紙　　　　　一
　今月は、オーブンして鴛葬羅の

温泉スキー場へお那魔しました。

お正角に少雲だったのは闇業以来

2回の　「もう少し雪がほしい」と

窒を見甲ヒげていました合最近は、

一般スキーヤーのほかにスノーボ

ーダーも多く、ケガや箏故のない

よう安全対策に力を入れているそ

うです。スキーヤーのみなさんか

らもルールを守っていただき、楽

しいスキーにしたいものです。
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花は心の清涼剤！
　　　　　　もっと花にふれあう機会を

　昨年の6月にオー一プンした「はなやの華」さん礁店内

には約8（1種の切9花や鉢物があざやかに咲いています。

ここで働く3名の女性はもちろん花が大好き。　ヂお客様

が入って来られて“きれいな花ですね却と蕎われると嬉

しいです。それに、花を愛する入の笑顔がとっても累敵

ですよ慶」と話していました。「花は心び）溝涼剤です。た

くさんの人から花にふれる機会を持って欲しいですね．」

と高橋主計絃長。この春からは、灘室花き生産緯合の皆

さんが膏てた「由野華」も簸売されるそうです。

灘灘i灘1今月号のページ難鍵灘
生涯学響に関する

　　住艮意識調蓋集謙結果…一……一2～5

小蕉月行事・ルポ………一…・………略～7

聴政ニュース、確定申欝……一…一8～9

わだい。フオトー・一・……・…・…………圭0～簸

愉快な仲間、シリーズほくほく線…………12

知っておきたい年金簿識・……・…・・……・ひ…13

熱涯学翌だより（湯・米・心〉………14～15

お知らせの……一……・……一・・……・一Φ…一・・16

東京事務所だより、文芸・一・…………・・…・17
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計
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、
9
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も
な
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撫
欝
に
ま
と
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求
し
た
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広
報
紙
で
は
紙
画
の
都
禽
上
、
そ
れ

　
ぞ
れ
詳
し
く
紹
介
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

　
全
体
的
な
こ
と
や
特
徴
的
な
こ
と
の

　
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
　
生
獲
義
と
い
う
と
、
ど
う
し
て

　
も
難
し
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面
倒
と
い
っ
た
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で
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け
と
ら
れ
が
ち
で
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回
収
率
は

69

・
4
％

　
松
之
山
町
に
荏
住
す
る
⑱
歳
以
上

の
方
2
9
6
0
名
紅
調
査
票
を
配
布

し
、
2
0
5
5
名
の
方
々
か
ら
鰯
答

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
回
収
率
は
、

69

・
4
％
で
、
こ
の
種
の
調
登
と
し
て

は
、
た
い
へ
ん
に
高
い
数
字
で
し
た
。

　
仕
事
や
家
事
、
秋
の
収
穫
で
お
忙

し
い
中
、
20
項
霞
に
も
お
よ
ぶ
煩
雑

な
調
登
紅
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
こ
と
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

回収の結桑隅杁　　　鯉口7K

，男 女 不明 計 配布数 籔収率

18～22歳 27 王5 1 43 ioO 43．o

23～29歳 23 38 5 66 97 68．0

30～39歳 105 王01
（｝ 206 275 74．9

40～49歳 180 168 3 35王 426 82．4

50～59歳 三92 工93 6 39王 535 73．1

60～64歳 141 王3王 4 276 385 7玉．7

65歳～ 333 336 22 69玉 ！，142 60．5

不鯛 10 6 15 3i

計 三，OU 988 56 2，055 2，960 69．4
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自
由
時
間
は

　
　
　
自
宅
で
過
ご
す

鵜の

旛
侮
　
自
由
時
間
は
、
臼
宅
で
「
ゆ
っ
く

　
の識

り
と
休
養
」
し
た
り
、
「
テ
レ
ビ
・

蕪
穏樋

欝
ラ
ン
オ
篇
の
規
聴
を
し
て
い
る
人
が

　
ゆ
ド

徳
薇
多
い
よ
う
で
す
。

膿弩
　
　
〔
休
a

赫
買
　
休
霞
も
「
休
養
篇
　
「
テ
レ
ビ
等
」

廟
鐙

横
蕊
が
多
い
の
で
す
が
、
そ
れ
以
外
に
、

な
　
き

琳
齢
　
「
つ
き
あ
い
」
　
「
趣
味
」
　
「
家
嫉
醗

密
潟

　
　
ら
ん
し
　
「
買
い
物
」
も
多
い
で
す
。

　
　
　
（
休
日
以
外
〕

　
　
　
ど
の
年
齢
麟
で
も
岡
じ
よ
う
な
割

　
　
合
で
「
休
養
し
　
「
テ
レ
ビ
等
し
が
多

　
　
い
で
す
。
休
日
と
比
べ
る
と
「
新
聞

　
　
雑
誌
」
の
割
合
が
薦
く
な
っ
て
い
ま

　
　
す
．
短
い
自
繍
蒔
問
に
は
、
新
聞
や

お

蹴
　
テ
レ
ビ
に
よ
っ
て
情
報
を
得
て
い
る

漸
樹

露
肋
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
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蒋
い
世
代
ほ
ど
、
休
臼
に
外
出
し

か

即
て
買
い
物
を
す
る
割
合
が
爾
い
よ
う

欝
で
す
．
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螺
　
中
間
郊
齢
麟
で
は
質
家
族
翻
ら
ん
」
、

嚇
そ
れ
以
外
の
年
齢
麿
で
は
「
つ
き
あ

ホ

色
い
」
の
割
禽
が
増
え
、
、
爾
方
を
た
す

　
と
、
ど
の
年
齢
履
も
同
じ
よ
う
な
割

　
合
に
な
り
ま
す
。
ど
の
無
代
の
人
も

　
何
ら
か
の
形
で
人
と
人
と
の
ふ
れ
合

　
い
を
求
め
て
い
る
と
い
え
そ
う
で
す
。

　
松
之
山
町
は
、
盗
涯
学
習
推
進
計

爾
を
策
定
す
る
た
め
、
町
罠
の
意
識

調
資
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
．

　
そ
の
結
果
、
約
7
0
％
の
方
か
ら
ご

回
答
を
い
た
だ
き
　
感
謝
串
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
貴
璽
な
ご
意
見
や
要
望

を
多
く
の
方
か
ら
飼
う
こ
と
も
で
き

ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
の
携
進
計
．
爾

作
成
に
あ
た
り
、
反
映
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
硯
代
は
科
学
・
技
術
の
革
新
が
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速
に
進
ん
で
お
り
、
こ
れ
ら
に
婦
応

す
る
知
識
・
技
術
の
習
得
の
た
め
の

学
習
、
高
齢
化
社
会
に
お
け
る
老
人

ケ
ア
の
方
法
の
学
習
、
家
庭
教
奮
の

荘
り
方
に
っ
い
て
の
学
習
、
腿
常
挑
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に
お
け
る
生
活
獺
識
の
高
揚
等
、

社
会
の
変
化
に
紺
応
し
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学
習
も
大

切
か
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
町
罠
が
芸
術
・
文
化
や

ス
ポ
ー
ツ
薩
親
し
み
、
健
康
で
明
る

い
生
活
を
送
る
た
め
の
学
習
が
基
本

で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
盗
涯
学
習
推
進
計
画
は
、
生
き
が

い
や
、
生
き
る
誓
び
を
基
本
に
、
翼

現
化
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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へ
ん
に
高
い
数
字
で
し
た
。

　
仕
事
や
家
事
、
秋
の
収
穫
で
お
忙

し
い
中
、
20
項
霞
に
も
お
よ
ぶ
煩
雑

な
調
登
紅
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
こ
と
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

回収の結桑隅杁　　　鯉口7K

，男 女 不明 計 配布数 籔収率

18～22歳 27 王5 1 43 ioO 43．o

23～29歳 23 38 5 66 97 68．0

30～39歳 105 王01
（｝ 206 275 74．9

40～49歳 180 168 3 35王 426 82．4

50～59歳 三92 工93 6 39王 535 73．1

60～64歳 141 王3王 4 276 385 7玉．7

65歳～ 333 336 22 69玉 ！，142 60．5

不鯛 10 6 15 3i

計 三，OU 988 56 2，055 2，960 69．4
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髪
z
．
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ミ
賦
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一
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Z
．
∠
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＼
・
奪
、
x
　
襲

，
ー
怒
，
　
　
　
　
　
N
N
　
　
R
．
　
姑

Z
　
　
　
　
　
　
　
！
・
’
♂
！
ん

¶
　
　
　
　
　
　
　
”

鱒
　
偲
　
似
7
　
幅
　
輔
　
鰭
　
鱒
　
鍛
　
ω

年齢鮒の密由噂驚の使い方

　　　　（休鋤

　　　徽倉（％）

藤『一 軸象細墾癬・物　趣レ味　魏　繍等　繭　鰍活勤
　　　　　　　　　　　　　犀融馴の欝肉鱒閣の焼い方
　　　　　　　　　　　　　　　　（休莇鱒）

　　　　　　　　　　　　　　　　劃含（％）

ll韓

猶触

～鰺購

～49喰

～59鍛

［～騒鍛

55～遭

　
　
自
由
時
間
は

　
　
　
自
宅
で
過
ご
す

鵜の

旛
侮
　
自
由
時
間
は
、
臼
宅
で
「
ゆ
っ
く

　
の識

り
と
休
養
」
し
た
り
、
「
テ
レ
ビ
・

蕪
穏樋

欝
ラ
ン
オ
篇
の
規
聴
を
し
て
い
る
人
が

　
ゆ
ド

徳
薇
多
い
よ
う
で
す
。

膿弩
　
　
〔
休
a

赫
買
　
休
霞
も
「
休
養
篇
　
「
テ
レ
ビ
等
」

廟
鐙

横
蕊
が
多
い
の
で
す
が
、
そ
れ
以
外
に
、

な
　
き

琳
齢
　
「
つ
き
あ
い
」
　
「
趣
味
」
　
「
家
嫉
醗

密
潟

　
　
ら
ん
し
　
「
買
い
物
」
も
多
い
で
す
。

　
　
　
（
休
日
以
外
〕

　
　
　
ど
の
年
齢
麟
で
も
岡
じ
よ
う
な
割

　
　
合
で
「
休
養
し
　
「
テ
レ
ビ
等
し
が
多

　
　
い
で
す
。
休
日
と
比
べ
る
と
「
新
聞

　
　
雑
誌
」
の
割
合
が
薦
く
な
っ
て
い
ま

　
　
す
．
短
い
自
繍
蒔
問
に
は
、
新
聞
や

お

蹴
　
テ
レ
ビ
に
よ
っ
て
情
報
を
得
て
い
る

漸
樹

露
肋
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

糠
卿

穏し弊讐翻2密らん愚3廊麹翻蔓趣鮨

　
　
犀
齢
別
）

勲
　
蒋
い
世
代
ほ
ど
、
休
臼
に
外
出
し

か

即
て
買
い
物
を
す
る
割
合
が
爾
い
よ
う

欝
で
す
．

ツ
ト

螺
　
中
間
郊
齢
麟
で
は
質
家
族
翻
ら
ん
」
、

嚇
そ
れ
以
外
の
年
齢
麿
で
は
「
つ
き
あ

ホ

色
い
」
の
割
禽
が
増
え
、
、
爾
方
を
た
す

　
と
、
ど
の
年
齢
履
も
同
じ
よ
う
な
割

　
合
に
な
り
ま
す
。
ど
の
無
代
の
人
も

　
何
ら
か
の
形
で
人
と
人
と
の
ふ
れ
合

　
い
を
求
め
て
い
る
と
い
え
そ
う
で
す
。

　
松
之
山
町
は
、
盗
涯
学
習
推
進
計

爾
を
策
定
す
る
た
め
、
町
罠
の
意
識

調
資
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
．

　
そ
の
結
果
、
約
7
0
％
の
方
か
ら
ご

回
答
を
い
た
だ
き
　
感
謝
串
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
貴
璽
な
ご
意
見
や
要
望

を
多
く
の
方
か
ら
飼
う
こ
と
も
で
き

ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
の
携
進
計
．
爾

作
成
に
あ
た
り
、
反
映
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
硯
代
は
科
学
・
技
術
の
革
新
が
急

速
に
進
ん
で
お
り
、
こ
れ
ら
に
婦
応

す
る
知
識
・
技
術
の
習
得
の
た
め
の

学
習
、
高
齢
化
社
会
に
お
け
る
老
人

ケ
ア
の
方
法
の
学
習
、
家
庭
教
奮
の

荘
り
方
に
っ
い
て
の
学
習
、
腿
常
挑

活
に
お
け
る
生
活
獺
識
の
高
揚
等
、

社
会
の
変
化
に
紺
応
し
た
学
習
も
大

切
か
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
町
罠
が
芸
術
・
文
化
や

ス
ポ
ー
ツ
薩
親
し
み
、
健
康
で
明
る

い
生
活
を
送
る
た
め
の
学
習
が
基
本

で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
盗
涯
学
習
推
進
計
画
は
、
生
き
が

い
や
、
生
き
る
誓
び
を
基
本
に
、
翼

現
化
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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I
o
o
o
り
創
1

4

隼闘に肢蓼繕んだ掌習内容

　無べ人数

隻50

潮
酵　　　　50　　　　蜘

贈蕪N之羅

照藍蝋ミ黙黙

鱒
“

1
、

0の1弱

羅

　　。璽蓬

　　　鵜べ羅　　　繊燃§1容6N§§§

羅願・・一拗

　纏渉鍛畿灘
　　懸綴懸
　　　　6蹴鐡懸§
　　羅磁拗職慧
　　猛％樋醜

　　　　、嫡漣醗§

　　麗姻
　脇篠懸
　　獲簗
　　羅｝
　　　騒馨
　　　　壼灘
　　　　懸
　　　藤

　　　欝女愚男

250

農業・麓纂・襯

　圃芸・盆栽

健簾・保健衛生

　　球技
　土木建築

　鱒理・栄盤

憲の整傭・還転

スキー・水泳

パソコン・ワーり

　野外活勘

写異・ビデオ

地填・導婚の人函

手芸・編み物欄

ボランテイア

　畢供の数霧

政治・経済・時肩

　　鞍楽
　　轡遵
　演翻・舞踊

　　つ参
　高齢者潤鰯・

　茶避・輩遵・

　文掌・巌更・

　穐銭識一

ダンス・エアPヒ

絵顧・彫躍・陶霧

　塞内遊戯・

無緯・電費い通盤

　韻産・毒児・

ロ
4
醐
…
鮒
ヲ
ゆ
…

　
　
　
係
　
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス

2G⇔

掌習した方法

　廷べ人敬

脚　　甲 　
　
な
　
　
ぷ

　
　
　
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
ニ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
羅

　
　
　
猛
舞
　
　
　
　
滋

　
蓑
華
響
　

　
㎜
難
霧
盈
霧
霧
携

甜
・

δ

　　　　欝版窃

　　　デレビ等

　グループ簿で

　　　潮人挺鍛

公様醜の攣蔽溝籔

胃真’財鋤老人会・

　凝協・廟工嚢

　　　通総藪育・

奮雛侮欝簸・講溺

書糠鶴体の購習塗

　　　　斎の姥

鮎
　
瞭
“
『

齢

躍賦

）

2魯o

　　　　　　　　　　　栄密に駒彌した施設

　　　　　　　　　　　　　騒べ人歎

1　　鱒　　瞬　　㈹　　即　　250
蓉鷲獲顯磁二獲三羅・磁＝籔1峯麗蜘
羅難鷲蒙蕉羅羅羅鷹泥灘了窪
羅鷺鐡簸羅三羅脇灘48
灘三鑑鷺鷺遡滋灘蜜纂3！

難欝鷲撒三
鷲羅灘釜惣蜜
難籔獲麹
萎獲笈簸郵
灘’鷺姦喜4

叢蕉姦協1

羅鶯o
籔難段

灘鷺灘影勤

　命電、先悠電

　　　　集会場

　　　鉢育絶設

　　休盤鋭せン夢一

　　公艮館分館

町外の公約翁設

　　　掌狡影設

町外の続麗箆鍛

露納の浅澗施敦

　　　愈災内

　商工鼓・藤協

　野外猛動施謹

　　　その絶

さ
ま
ざ
ま
な
学
習
に

　
と
り
く
ん
で
い
ま
す

　
こ
れ
ま
で
の
｝
年
問
ぐ
ら
い
の
間

に
掌
習
し
た
こ
と
を
お
闘
き
し
ま
し

た
．
町
罠
の
皆
さ
ん
が
本
当
に
い
ろ

い
ろ
な
学
翌
に
と
り
く
ん
で
い
家
す
。

な
か
で
も
多
い
の
が
「
農
叢
び
　
「
園

蔓
・
盆
栽
恥
　
「
健
康
㌫
　
「
球
技
㎏
な

ど
で
す
。

　
鶴
齢
割
に
見
る
と
、
費
無
騰
は
ス

ポ
ー
ツ
、
趣
味
、
中
間
年
齢
履
は
農

業
、
ス
ポ
ー
ツ
、
子
供
の
教
畜
、
野

外
濤
動
、
嵩
齢
屠
で
は
健
康
、
橿
祉

な
ど
の
鋼
禽
が
蕎
く
な
っ
て
い
嚢
す
ほ

良
宅
で

出
版
物
か
ら
学
ぶ

　
学
翌
し
た
方
法
と
利
馬
し
た
施
設

を
お
聞
き
し
ま
し
た
．

　
掌
習
方
法
と
し
て
多
い
の
は
「
出

版
物
し
軸
、
テ
レ
ビ
簿
」
「
グ
ル
1
プ
し

で
し
た
．
著
い
人
ほ
ど
グ
ル
ー
プ
の

割
禽
が
嵩
く
、
齎
岡
齢
と
な
る
に
つ
れ

て
出
版
物
や
テ
レ
ビ
の
翻
禽
が
筒
く

な
っ
て
い
ま
す
心

　
利
縮
施
設
で
多
い
の
は
「
霞
密
・

舵
盈
宅
漏
「
集
会
場
」
、
体
蕎
施
設
」

「
休
養
栂
セ
ン
タ
ー
篇
で
す
。
懲
竃

を
除
く
と
、
藩
い
人
は
体
脊
施
設
、

事
問
年
齢
麟
は
休
養
村
セ
ン
タ
ー
、

嵩
齢
麟
は
藥
会
所
が
多
い
で
す
．

「
…
…
…
i
…
ー
ξ
…
髪
…
ー
｝
き
旨
ー
i
；
…
喜
ー
…
」

｝

松之山晦ゲート
ボール協会会長

山岸尚蕊さん

　
　
「
私
の
生
涯
学
習
」

　
　
人
は
産
声
を
あ
げ
て
す
ぐ
、
学
翌

意
識
な
し
に
学
び
と
っ
て
成
長
し
ま

す
か
ら
、
掌
習
は
本
能
だ
と
思
い
ま

す
が
、
棒
力
と
脳
の
老
化
は
連
動
す
，

　
る
の
で
、
予
防
の
た
め
に
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
を
第
…
に
選
び
ま
し
た
。

　
　
一
〇
球
の
動
き
を
箆
な
が
ら
、
そ

　
れ
に
対
癒
し
た
チ
ー
ム
プ
レ
ー
を
要
．

　
し
ま
す
か
ら
、
輿
が
深
く
、
掌
習
に

終
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
次
に
実
胴
的
学
習
と
し
て
、
独
掌

　
で
ワ
ー
プ
ロ
を
テ
キ
ス
ト
片
手
で
や

　
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
使
い
こ
な

せ
ま
せ
ん
が
、
頭
の
体
操
で
す
。

　
も
う
一
っ
、
重
い
テ
ー
マ
で
す
が

外
地
で
の
軍
隊
経
験
が
あ
り
ま
す
の

で
、
あ
の
戦
争
の
糞
実
を
知
り
た
い

と
、
新
闇
雑
誌
の
読
書
欄
に
掲
載
さ

れ
る
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
灘
ン
戦
記
を
買
』

い
漁
っ
て
読
ん
で
い
崖
す
．

　
五
〇
年
を
経
た
今
で
も
「
侵
略
し

　
「
解
放
」
と
論
争
を
く
り
返
え
し
て

　
い
ま
す
が
、
　
「
後
世
の
史
家
が
判
断

す
事
」
等
と
地
人
ご
と
臓
せ
ず
に
、

㎜
懲
檎
に
流
さ
れ
ず
、
疋
し
い
判
断
を

華
習
で
得
た
い
ン
恵
い
享
．
し

生埋学習に戒肺総む意欲　隼瀞顯の翻合

　　　　　　　　　　　甜合（％）

蟹
3讐に取鯵繊む駐葡の齢（％

　　　　グラフ内は人轍

その他くL拗　　　撚上

紐～29鷺

3駐触43離

ト畿魯（鳳

凪入稔3象〉

§o～纐縣獲

燃．’　『　一一一一艶
鯵鞍棚的に騒条伶次蟹で囲たまには総数り紹まない翻わからない

鍛
　
　
歳

騒
　
　
　
～

～
　
　
　
衡

＆o

体力　（監ア．｛臨）

友人や帥

盛巻がいや楽もみ（32，

生
涯
掌
習
に
と
り

く
も
う
と
す
る
人
が

73

・
7
パ
ー
セ
ン
ト

　
今
後
生
涯
学
翌
に
と
り
く
む
意
欲

を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　
「
積
極
的
に
」
　
「
条
件
次
第
で
」

「
た
ま
に
は
」
を
合
わ
せ
る
と
、
生

涯
学
習
に
と
り
く
む
意
欲
の
あ
る
人

が
7
3
・
7
％
に
も
な
り
ま
し
た
。

　
隼
齢
別
に
見
る
と
、
こ
の
意
欲
は

中
聞
年
齢
屠
、
若
い
年
齢
履
で
た
い

へ
ん
高
い
よ
う
で
す
。
特
に
若
い
人

が
「
積
極
的
に
と
り
く
み
た
い
」
と

す
る
割
合
が
も
っ
と
も
高
い
で
す
。

学
習
の
霞
的
は

生
き
が
い
や
楽
し
み

　
今
後
掌
習
に
と
り
く
む
目
的
を
お

聞
き
し
ま
し
た
。

　
「
生
き
が
い
や
楽
し
み
」
が
ト
ッ

プ
で
、
　
「
健
康
・
体
力
作
り
し
　
「
友

人
や
仲
間
作
り
し
が
続
き
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
学
翌
の
目
的
で
翻
合

の
高
か
っ
た
「
職
業
・
収
入
の
た
め
」

（
”
・
9
％
）
が
憩
・
1
％
に
下
が
っ

て
い
る
の
も
特
徴
的
で
す
．

　
学
習
に
よ
っ
て
求
め
よ
う
と
す
る

も
の
が
、
　
「
心
の
豊
か
さ
」
や
、
健

康
な
｝
生
し
に
移
り
か
わ
っ
て
き
て

い
ま
す
。

発実して慮しい掌習　　人搬

磯づくりでカを入れること

　　　　人数

麟社会対応学

　ふξ霞毒学審

論。ウ・億厳掴

礁衆蝿力対鱒

義術・文駕掌習

ボランテイア学

輔報化鰐応学習

廻瞭灘解炎蕊掌

　　　　その他

　　　　　　　　　単位嘩
o．2　　｛｝、3　 ｛｝．4　　0．5　　0，5　　0。マ　 ｛｝．3　　0、曾o辱1o

圏鵬～2傭田晒｛・4臓綴磯9～59幾躍卿～6樵謹蹄5～艦

充
実
し
て
ほ
し
い
の
は

長
寿
社
会
対
応
と
若
者

の
定
藩

　
今
後
充
実
し
て
ほ
し
い
学
習
は
、

「
長
寿
社
会
対
応
掌
習
」
　
「
ふ
る
さ

と
学
習
」
　
「
健
康
作
り
」
な
ど
が
多

か
っ
た
で
す
。
松
之
山
の
地
で
、
地

域
を
愛
し
、
健
康
な
一
生
を
過
ご
そ

う
と
い
う
気
持
ち
が
表
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
鑓
作
り
の
ト
ッ
プ
は
、
　
「
藩
者
の

定
養
」
で
す
。
ど
の
隼
齢
腰
で
も
回

答
の
ト
ッ
プ
で
し
た
。
み
ん
な
で
考

え
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
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が
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発
　
俵
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嚇
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発

卜

設

毅
　
　
　
勘
　
他

　　瀦の灘

地填瀧鍵の蝦興

　　雛尭の藁興

海雛考の生きが

　　笹祉の充実

　特趨品の鵬発

　艇の貰威

交廼網を簸傭す

纏蔑の活力迷帯

公讐怯嗜の建設

壌饗を保護聾纏

松之血の情報琵

燈力あるイペ饗

　レジャー篇設

　　　公鋲織設

淋尋づ・盤凝横当

獅・文化浩勘

　　　　その他
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葦村慶多さん

　
「
私
の
生
涯
学
習
」

　
生
灘
学
翌
な
ど
と
い
う
こ
と
は
意

識
せ
ず
に
好
き
で
入
っ
た
美
術
岡
好

会
で
す
が
、
二
十
二
年
目
に
な
ろ
う

と
し
て
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
サ
ー

ク
ル
に
入
っ
て
、
二
十
年
以
上
に
な

る
と
い
う
方
も
沢
山
い
ら
っ
し
ゃ
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。
又
、
さ
ま
ざ
ま

な
事
構
で
、
臼
分
の
こ
と
な
ど
に
は

と
て
も
時
間
を
取
る
こ
と
が
で
き
な

か
つ
た
方
も
沢
山
お
ら
れ
る
と
思
い

ま
す
。
二
十
数
年
続
け
て
く
る
に
は
、

確
か
に
楽
し
い
こ
と
ば
か
り
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
、
家
族
に
も
負
握

を
か
け
、
自
分
も
苫
し
む
こ
と
が
多

く
、
こ
こ
ま
で
し
て
や
ら
な
く
て
も

と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
私
と

同
じ
警
し
み
を
し
た
方
も
多
い
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
な
の
に
、
な
ぜ
続
い

て
き
た
か
と
い
う
と
、
蕃
し
み
以
上

の
大
き
な
喜
び
と
、
す
ば
ら
し
い
仲

間
が
あ
っ
た
か
ら
な
の
で
す
。

　
今
後
何
か
を
し
た
い
、
何
か
を
始

め
て
み
よ
う
と
い
う
方
、
勇
気
を
持

っ
て
飛
び
込
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
恥

を
か
い
た
り
、
失
敗
し
た
り
、
そ
れ

が
私
の
生
涯
掌
習
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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習
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．
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翌
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と
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。
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濤
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．
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岡
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翻
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縮
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．
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翌
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習
は
本
能
だ
と
思
い
ま

す
が
、
棒
力
と
脳
の
老
化
は
連
動
す
，

　
る
の
で
、
予
防
の
た
め
に
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
を
第
…
に
選
び
ま
し
た
。

　
　
一
〇
球
の
動
き
を
箆
な
が
ら
、
そ

　
れ
に
対
癒
し
た
チ
ー
ム
プ
レ
ー
を
要
．

　
し
ま
す
か
ら
、
輿
が
深
く
、
掌
習
に

終
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
次
に
実
胴
的
学
習
と
し
て
、
独
掌

　
で
ワ
ー
プ
ロ
を
テ
キ
ス
ト
片
手
で
や

　
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
使
い
こ
な

せ
ま
せ
ん
が
、
頭
の
体
操
で
す
。

　
も
う
一
っ
、
重
い
テ
ー
マ
で
す
が

外
地
で
の
軍
隊
経
験
が
あ
り
ま
す
の

で
、
あ
の
戦
争
の
糞
実
を
知
り
た
い

と
、
新
闇
雑
誌
の
読
書
欄
に
掲
載
さ

れ
る
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
灘
ン
戦
記
を
買
』

い
漁
っ
て
読
ん
で
い
崖
す
．

　
五
〇
年
を
経
た
今
で
も
「
侵
略
し

　
「
解
放
」
と
論
争
を
く
り
返
え
し
て

　
い
ま
す
が
、
　
「
後
世
の
史
家
が
判
断

す
事
」
等
と
地
人
ご
と
臓
せ
ず
に
、

㎜
懲
檎
に
流
さ
れ
ず
、
疋
し
い
判
断
を

華
習
で
得
た
い
ン
恵
い
享
．
し

生埋学習に戒肺総む意欲　隼瀞顯の翻合

　　　　　　　　　　　甜合（％）

蟹
3讐に取鯵繊む駐葡の齢（％

　　　　グラフ内は人轍

その他くL拗　　　撚上

紐～29鷺

3駐触43離

ト畿魯（鳳

凪入稔3象〉

§o～纐縣獲

燃．’　『　一一一一艶
鯵鞍棚的に騒条伶次蟹で囲たまには総数り紹まない翻わからない

鍛
　
　
歳

騒
　
　
　
～

～
　
　
　
衡

＆o

体力　（監ア．｛臨）

友人や帥

盛巻がいや楽もみ（32，

生
涯
掌
習
に
と
り

く
も
う
と
す
る
人
が

73

・
7
パ
ー
セ
ン
ト

　
今
後
生
涯
学
翌
に
と
り
く
む
意
欲

を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　
「
積
極
的
に
」
　
「
条
件
次
第
で
」

「
た
ま
に
は
」
を
合
わ
せ
る
と
、
生

涯
学
習
に
と
り
く
む
意
欲
の
あ
る
人

が
7
3
・
7
％
に
も
な
り
ま
し
た
。

　
隼
齢
別
に
見
る
と
、
こ
の
意
欲
は

中
聞
年
齢
屠
、
若
い
年
齢
履
で
た
い

へ
ん
高
い
よ
う
で
す
。
特
に
若
い
人

が
「
積
極
的
に
と
り
く
み
た
い
」
と

す
る
割
合
が
も
っ
と
も
高
い
で
す
。

学
習
の
霞
的
は

生
き
が
い
や
楽
し
み

　
今
後
掌
習
に
と
り
く
む
目
的
を
お

聞
き
し
ま
し
た
。

　
「
生
き
が
い
や
楽
し
み
」
が
ト
ッ

プ
で
、
　
「
健
康
・
体
力
作
り
し
　
「
友
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。
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収
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．
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を
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方
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と
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に
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以
上
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な
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と
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の
で
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。

　
今
後
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い
、
何
か
を
始

め
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み
よ
う
と
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う
方
、
勇
気
を
持
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て
飛
び
込
ん
で
み
ま
せ
ん
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，玉、正師卑・ルボ

婿
投

げ
婿
さ
ん
〆
新
雪
の
中

す
み
融
手
も
顔
も
真
っ
黒
け

灘
難
灘
灘

欝
、

威勢のいい若い衆にかっがれて急な坂道を上るお婿さん「ヤッタrと着い衆のガッッポーズ

獺
辮

灘
、

真っ白になりながら、テレビ局のインタビュー

　
毎
年
、
大
勢
の
観
光
客
と
カ
メ
ラ

マ
ン
で
に
ぎ
わ
う
、
松
之
山
温
泉
湯

本
の
小
正
月
行
事
「
婿
投
げ
・
す
み

ぬ
り
祭
り
篇
が
今
年
も
一
月
十
五
臼

に
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
婿
投
げ
の
対
象
と
な
っ
た
の

は
、
三
条
爺
の
馬
場
真
樹
・
美
恵
子

さ
ん
夫
妻
（
湯
本
・
小
堺
）
で
、
午

後
二
鋳
三
十
分
ほ
地
元
の
若
い
衆
に

か
つ
が
れ
て
小
堺
家
を
出
発
。
こ
の

β
は
、
朝
か
ら
雪
が
降
り
続
く
と
い

「おめでとう！おめでとう」とすみのぬηあい

・一一　　　灘藏襯灘簸灘灘闘麟簸麟繕1懸総1饗撫灘蟹

「さいの神」が燃え上がる！

今
年
の
烹
役
の
馬
場
天
妻
も

も
う
翼
っ
黒
で
し
た

う
悪
天
候
。
途
中
で
何
回
も
休
憩
を

入
れ
な
が
ら
、
急
な
坂
道
を
上
っ
て

よ
う
や
く
婿
投
げ
の
会
場
と
な
る
薬

舗
『
堂
に
到
着
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
薬
舗
堂
に
お
参
り
し
、
お

神
漕
を
飲
ん
で
い
よ
い
よ
本
番
で
す
。

薬
舗
堂
の
階
段
の
下
に
は
、
お
嫁
さ

ん
と
大
勢
の
観
客
が
見
守
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
連
臼
の
降
雪
で
新
し
い

雪
が
一
メ
…
ト
ル
以
上
も
積
っ
て
い

ま
す
ロ
威
勢
の
い
い
若
い
衆
臓
か
つ

が
れ
た
お
婿
さ
ん
は
、
　
「
イ
ー
チ
、

ニ
ィ
ー
の
サ
ー
ン
」
の
か
け
声
で
高

商
髭
串
に
放
り
投
げ
ら
れ
る
と
、

十
メ
ー
ト
ル
以
上
も
下
の
新
雪
の
中

ヘ
ス
ッ
ポ
リ
と
。
観
客
か
ら
は
大
き

な
悲
鳴
と
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　
今
年
は
紙
雲
が
多
く
、
お
婿
さ
ん

は
な
か
な
か
雪
の
中
か
ら
抜
け
ら
れ

な
い
よ
う
で
す
。
お
嫁
さ
ん
は
と
て

も
心
配
そ
う
。
で
も
、
ど
う
に
か
雪

の
中
か
ら
は
い
上
が
る
と
転
が
る
よ

う
に
お
嫁
さ
ん
の
待
つ
場
所
へ
下
り

て
き
ま
し
た
。
真
っ
懲
に
な
っ
た
蒼

物
の
雪
を
払
い
合
う
お
二
人
の
姿
が

と
て
も
お
毒
せ
そ
う
で
し
た
。
大
役

大
変
ご
著
労
さ
ま
で
し
た
。

　
　
さ
て
、
婿
投
げ
が
終
わ
る
と
会
場

　
を
移
動
し
て
の
吻
す
み
ぬ
り
祭
り
」

　
で
す
。
会
場
に
は
前
田
に
作
ら
れ
た

　
大
き
な
「
さ
い
の
神
し
が
朗
意
し
て

　
あ
り
ま
す
。
火
入
れ
式
は
、
先
ほ
ど

大
役
を
終
え
た
馬
場
夫
饗
に
よ
っ
て

点
火
さ
れ
ま
し
た
。
赤
々
と
威
勢
よ

く
燃
え
る
「
さ
い
の
神
し
に
寒
さ
も

吹
き
飛
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

　
「
さ
い
の
抽
ど
の
火
が
下
火
に
な

っ
て
く
る
と
お
待
ち
か
ね
の
「
す
み

ぬ
り
祭
り
」
の
始
ま
り
で
す
。
す
み

を
善
紅
し
た
若
い
衆
が
お
互
い
の
額

に
す
み
を
ぬ
り
あ
い
ま
す
。
ま
た
た

く
聞
に
、
観
客
も
カ
メ
ラ
マ
ン
も
お

巡
り
さ
ん
も
み
ん
な
裏
っ
黒
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
無
病
恵
災
、
鐵

内
安
全
、
商
売
繁
盛
と
ご
利
被
の
あ

る
「
さ
い
の
神
・
す
み
ぬ
ウ
祭
り
」
、

す
み
を
ぬ
　
れ
た
人
も
そ
う
で
な
い

人
も
今
年
一
年
健
康
で
過
ご
し
た
い

で
す
ね
。
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　天水島でも婿投げ！
　　天水島では昨難、5組が結婚式

匝挙げ・i肺購野襯二翻で
1そのうち4総σ）「婿投げ」が行わ
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9

“所得税の確定申告”は

2月16日～3月15日
これからの　橿祉をささえる　みんなの税金

　平成6年分の所得税の確定申告が始まります．漸得税は、臼分の

衝得の状況を最も良く知っている納税者が、自分で所得と税額を計

算して串告し、納税する申告税糊度を採馬しています，

　2月協臼からの「確定1申告」についてお知もせします。

〔確定串告のお問い合わせ〕

　高田税務署（上越驚西城町3）岱0255－23－4硝

　松之由町役場税務係魏6－3i31　肉線26・27

一

確定申告をしなければならない人
O事業や不動産収入・年金収入などがある

入で、平成6年中の所得金額が、各種勝

得控除の合計額を超えるとき

◇給与の年収が三，500万円を超える人

◇給与や退職所得以外に29万円を超える所

得がある場合

φ給与を2力斯以上からもらっている人

◇「隼金」やギ退職所得」　「その飽」所得

で源象徴収された所得税について、特則

減税を精算して受けられる人

「…

し

叡支内訳書と総収入金額報告書を
　事業勝得や不動産所得、山林所得のある

人で、確定申告書を提昂する入は、収支内

訳書を添付しなければなりません。

　また、確定申告をしなくてもよい入でも、

これらの総収入金額の合計額が3，000万円

を超える場合は、総収入金額報俊書を提畠

しなければなりません。

｝

」

ギ

L

申告すると税金が還付される場合
◇住宅をローンなどで取得した場合

く〉多額の医療費を支払った場合

◇災書や盗難にあった場合

く〉隼の途中で退職し、再就職していない場

合

◇鐵稼ぎ先などで所得税を納めた場合

　　　　納税相談の日程

1◆所得税の確定申告と還付申告
…
モ

i　◇会場　松之山町役場2階
も

1　◇期日　2月16日㈱から
…

i　◇蒔間　午前9時～午後4時まで
…

1　　※税務署または役場からの案内通知によりi
も

1　　　おいでください。

◆住民税（町県民税〉の

　　　　　　申魯相談と受遷里

◇期日　3月1日㈱～13臼（月〉

※例年どおり各地区ごとに行います。

　臼程は後日お知らせします。

｛

詫71召す繭之箭（集蜥〉’柿薫由（難那

播7雛赤熱’ノノ〉横源1ノノ〉　→
ト　・　　　　　　手・　　　　　　　1
…2．／201藤　漂『（　〃　）　1下　湯（混泉センター）
！・　　率　　　　　　　・牽　　　　　　　　　　・講
i2／211坂　中〈　ガ　〉　i月　池（集会所）
　　　．轟．　　　　　　　　　　　　　　　」L　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オ

　
今
年
も
…
月
二
十

落
を
皮
切
り
に
二
月

町
内
の
全
集
落
を
灘

を
醐
催
し
て
い
康
す

　
こ
の
講
鰹
は
、
規

い
る
事
業
や
そ
の
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だ
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保
険
や
樵
会
教
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醐
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町
民
ア
ン
ケ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
ご
協
力

　
振
興
諜
で
は
一
月
二
十
欝
か
ら
二

月
十
鷺
に
か
け
て
、
購
畏
の
皆
さ
ん

に
ア
』
／
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
心

こ
れ
は
、
町
行
政
の
指
針
と
し
て
い

る
「
松
之
山
溝
総
合
計
画
し
が
平
成

七
年
度
で
終
わ
る
た
め
、
次
期
の
「
新

総
合
欝
画
し
策
定
の
た
め
に
皆
さ
ん

か
ら
纈
広
く
意
見
を
聞
か
せ
て
い
た

だ
く
た
め
臓
行
っ
た
も
の
で
す
．

　
対
象
蕎
は
十
六
歳
以
烹
の
全
町
艮

か
ら
無
作
為
抽
出
で
五
〇
〇
人
の
方

に
お
願
い
し
ま
し
た
惣
環
往
集
計
作

叢
中
で
す
が
、
結
巣
が
出
ま
し
た
ら

皆
さ
ん
に
ご
紹
介
し
た
い
と
考
え
て

ト
調
査
」

あ
鱗
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
．
ご
協
力
あ
り

い
ま
し
た
．

さ
ん
の
時
に
対
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i　寒さは　これから
…
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i水道管の凍結予防を
…
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　平成6年度設立予建の松之山晦農業握い手公

社の職員を募集してい豪す。農業に熱意をもっ

て取り緯んでいただける方、癒募ください。

◇採駕人員　1名

◇採周月田　平成7年4月1臼

◇職　種農作業オペレーター他

◇応募資格

　　おおむね鎗歳以下で普通免許大型特殊免

　許取得考（入社後取得罵能な餐〉

◇申込方法

　　履歴書王通を持参の上、役場産業課農林

　　係へ串し込んでください砦

◇受付期問　平成7奪2月蔦臼

◇給　与
　　松之山町職員の給与に関する条例の規定

　　に準爾して支給されます麟

◇お閥い含わせ

　　　しぶみ農業脇岡紹合松之山基幹支所　2

　　階事務室内　松之由購農業挺い手公被準備

　　室費02559－6－20U
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“所得税の確定申告”は

2月16日～3月15日
これからの　橿祉をささえる　みんなの税金

　平成6年分の所得税の確定申告が始まります．漸得税は、臼分の

衝得の状況を最も良く知っている納税者が、自分で所得と税額を計

算して串告し、納税する申告税糊度を採馬しています，

　2月協臼からの「確定1申告」についてお知もせします。

〔確定串告のお問い合わせ〕

　高田税務署（上越驚西城町3）岱0255－23－4硝

　松之由町役場税務係魏6－3i31　肉線26・27

一

確定申告をしなければならない人
O事業や不動産収入・年金収入などがある

入で、平成6年中の所得金額が、各種勝

得控除の合計額を超えるとき

◇給与の年収が三，500万円を超える人

◇給与や退職所得以外に29万円を超える所

得がある場合

φ給与を2力斯以上からもらっている人

◇「隼金」やギ退職所得」　「その飽」所得

で源象徴収された所得税について、特則

減税を精算して受けられる人

「…

し

叡支内訳書と総収入金額報告書を
　事業勝得や不動産所得、山林所得のある

人で、確定申告書を提昂する入は、収支内

訳書を添付しなければなりません。

　また、確定申告をしなくてもよい入でも、

これらの総収入金額の合計額が3，000万円

を超える場合は、総収入金額報俊書を提畠

しなければなりません。

｝

」

ギ

L

申告すると税金が還付される場合
◇住宅をローンなどで取得した場合

く〉多額の医療費を支払った場合

◇災書や盗難にあった場合

く〉隼の途中で退職し、再就職していない場

合

◇鐵稼ぎ先などで所得税を納めた場合

　　　　納税相談の日程

1◆所得税の確定申告と還付申告
…
モ

i　◇会場　松之山町役場2階
も

1　◇期日　2月16日㈱から
…

i　◇蒔間　午前9時～午後4時まで
…

1　　※税務署または役場からの案内通知によりi
も

1　　　おいでください。

◆住民税（町県民税〉の

　　　　　　申魯相談と受遷里

◇期日　3月1日㈱～13臼（月〉

※例年どおり各地区ごとに行います。

　臼程は後日お知らせします。

｛
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　平成6年度設立予建の松之山晦農業握い手公

社の職員を募集してい豪す。農業に熱意をもっ

て取り緯んでいただける方、癒募ください。

◇採駕人員　1名

◇採周月田　平成7年4月1臼

◇職　種農作業オペレーター他

◇応募資格

　　おおむね鎗歳以下で普通免許大型特殊免

　許取得考（入社後取得罵能な餐〉

◇申込方法

　　履歴書王通を持参の上、役場産業課農林

　　係へ串し込んでください砦

◇受付期問　平成7奪2月蔦臼

◇給　与
　　松之山町職員の給与に関する条例の規定

　　に準爾して支給されます麟

◇お閥い含わせ

　　　しぶみ農業脇岡紹合松之山基幹支所　2

　　階事務室内　松之由購農業挺い手公被準備

　　室費02559－6－20U
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きれいに出来た…がだんごの木”

　松里保育所でだんごの木作り
1月13鶏、松里保畜所て罫正月行事賦）「だんごの

木作り」が行われました。まず、園兜の手によって

赤、白、緑のかわいいダンゴが作られます。いつも

粕土遊びで鍛えているだけあって、ダンゴを曳める

¢）がとても．上手な園児たち、次にゆで上がったダン

ゴは、絹意した「木」に一懸一趨つけられて行き、

見事に三色のきれいなドだんごの木」の出来、ヒがり

です。このヂだんごの木」は、蔭児が家に持ち煽り

鎌ったのち、家族でおいしく食べるそうです。

見事な大作が出来ました

　　松之山小で書初め大会
　　1月12段、松之廷1小学校艶「全校書初め大会」が

、籍　行われました、1・2年は硬筆、3年生以上が毛筆

　でそれぞれ平成7年の譲初めを行いました．3年生

箋　以、ヒの毛筆では、昨年の春かり松1コの高波仁一郎、

　濁辺誠二簿先生による書写指導が実施されており、

　この賃が指導の簸終黛でした。児童の皆さんは、先

　生方の指導のもと「ふじ」　「初場断」など力強い筆

　運びで次々と作贔を完成させていました⇔また、大会

　終了後、作品を見ながら指導会も行われました．

青空高く華やかに放水！

　天水越班で消防出初式
町消防醐果水越班の鎖初式が王月呂黛、温泉スキ

ー場繭の越道lii沿いで行われました。当欝は、青空

が広がる絶好の式旗湘。騨員はヘルメットにハッピ

姿で集合、班長のあいさつの後放承翻練を実施しま

した。今年は、放水零に食紅で涼く染めた水を零意、

また会場に赤いスプレーで吹の弔襲と書くなど

華やカな惑初式でした。放水と岡蒔に赤い水が舞空

高く齢線を描くと虹が現れ、この見事な演鐵に近く

のスキーヤー一から大きな歓声が．ヒがっていました。
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きれいに出来た…がだんごの木”

　松里保育所でだんごの木作り
1月13鶏、松里保畜所て罫正月行事賦）「だんごの

木作り」が行われました。まず、園兜の手によって

赤、白、緑のかわいいダンゴが作られます。いつも

粕土遊びで鍛えているだけあって、ダンゴを曳める

¢）がとても．上手な園児たち、次にゆで上がったダン

ゴは、絹意した「木」に一懸一趨つけられて行き、

見事に三色のきれいなドだんごの木」の出来、ヒがり

です。このヂだんごの木」は、蔭児が家に持ち煽り

鎌ったのち、家族でおいしく食べるそうです。

見事な大作が出来ました

　　松之山小で書初め大会
　　1月12段、松之廷1小学校艶「全校書初め大会」が

、籍　行われました、1・2年は硬筆、3年生以上が毛筆

　でそれぞれ平成7年の譲初めを行いました．3年生

箋　以、ヒの毛筆では、昨年の春かり松1コの高波仁一郎、

　濁辺誠二簿先生による書写指導が実施されており、

　この賃が指導の簸終黛でした。児童の皆さんは、先

　生方の指導のもと「ふじ」　「初場断」など力強い筆

　運びで次々と作贔を完成させていました⇔また、大会

　終了後、作品を見ながら指導会も行われました．

青空高く華やかに放水！

　天水越班で消防出初式
町消防醐果水越班の鎖初式が王月呂黛、温泉スキ

ー場繭の越道lii沿いで行われました。当欝は、青空

が広がる絶好の式旗湘。騨員はヘルメットにハッピ

姿で集合、班長のあいさつの後放承翻練を実施しま

した。今年は、放水零に食紅で涼く染めた水を零意、

また会場に赤いスプレーで吹の弔襲と書くなど

華やカな惑初式でした。放水と岡蒔に赤い水が舞空

高く齢線を描くと虹が現れ、この見事な演鐵に近く

のスキーヤー一から大きな歓声が．ヒがっていました。
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ζ
雛
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ピ
蕉
ト
　
ワ
　
　
「
’

　
設
キ
レ
．
鉦
レ
る
松

　
ほ
く
ほ
く
線
の
翻

　
　
隣
接
す
燈
．
ふ

カ
オ
ー
フ
ン
し
ま
し

　
　
　
ン
タ
…
や
食

　
乳
　
　
ユ
、
9
　
　
　
、
ゐ
，
．
墨
、
　
ノ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
（
松
代
町
発
V

オ
ケ
ば
か
り
で
触
曳
・
＼
眺
め
の
よ
さ

が
霞
慢
な
．
』
バ
タ
…
ゴ
ル
ァ
揚
も

咋
年
完
成
、
十
八
ホ
…
ル
で
．
バ
ー
七

十
、
、
、
縞
齢
滋
償
か
ら
お
子
様
ふ
で
楽

し
め
ま
す
。

　
一
月
に
は
一
、
ヒ
石
巌
杯
争
奪
ク
ロ

ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
大
舗
し
県
下

の
小
・
中
学
校
菰
智
校
、
ヒ
欝
入
近

く
が
参
加
し
ま
す
。
ま
た
、
鷲
穏
の

簗
二
烹
・
翅
曜
臼
は
お
な
じ
み
「
越

後
輩
つ
だ
い
冬
の
陣
」
て
の
ほ
か
、

十
綴
に
は
「
獄
・
マ
ン
2
4
」
県
外
か

・
、
の
蓉
加
煮
り
増
え
て
き
ま
し
た
、

一
縫
「
ほ
く
ほ
く
線
し
で
訪
れ
て
み

て
は
い
か
が
籍
す
か
。

　
．
　
　
1

今
年
の
城
主
は
だ
れ
の
手
に
！

「
越
後
ま
つ
だ
い
冬
の
陣
“
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『地震保険』

一般の爽災緩礫驚ぽ繍償の難象嚢腱鞍遷麹鍵纏被警騰羅願勲鰯備鍵るが

　
”
地
震
列
島
”
と
呼
ば
れ
る
臼
本
で
は
、
い
つ
、
ど
二
で
地
震
が
趨
き

て
も
不
思
議
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、
　
一
月
十
七
田
に
兵
簿
県
淡
路
島
で
発
生

し
た
「
阪
神
大
震
災
」
で
は
、
五
千
人
を
越
え
る
犠
牲
者
、
九
万
五
千
棟

近
く
の
建
物
が
損
壊
す
る
な
ど
の
大
き
な
被
害
と
な
り
ま
し
た
．
そ
こ
で
、

　
　
注
欝
さ
れ
て
い
る
「
地
震
保
険
」
．

　
「
地
震
で
家
が
壊
れ
て
し
ま
っ
た
。

で
も
、
火
災
保
険
に
入
っ
て
い
る
か

ら
大
丈
夫
し
；
－
…
な
ん
て
考
え
て
い

た
ら
大
閥
違
い
。
一
般
の
火
災
保
険

で
は
、
地
震
に
よ
る
住
竃
や
家
財
の

擬
憲
が
補
償
さ
れ
な
い
の
を
ご
存
じ

で
す
か
。

　
建
物
の
倒
壌
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
地
震
が
原
溺
で
発
生
し
た
火
災

（
ス
ト
ー
プ
が
地
震
の
揺
れ
で
倒
れ

患
火
し
た
場
合
な
ど
）
に
よ
る
撰
審

も
、
火
災
保
険
で
は
補
嬢
の
対
象
に

な
ら
な
い
の
で
す
。

　
で
は
、
ど
う
す
れ
ば
あ
な
た
の
大

切
な
財
産
を
地
震
か
ら
等
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
と
き

地
震
保
険
が
お
役
砿
立
ち
窟
す
。

圏
が
再
保
険
者
で
す
か
ら

安
心
で
す

　
地
震
保
険
は
、
地
震
は
も
ち
ろ
ん
、

艦
火
や
津
波
が
漂
鶴
で
起
き
た
火
災

や
撰
壊
、
埋
没
、
流
失
な
ど
の
損
害

に
つ
い
て
も
補
償
し
て
く
れ
る
、
頼

り
が
い
の
あ
る
保
険
で
す
。

　
こ
の
保
険
の
｝
番
の
特
徴
は
、
國

が
再
保
険
潔
に
な
っ
て
い
る
こ
と
肇

か
り
江
大
き
な
地
震
が
発
生
し
て
甚

こ
の
地
震
保
険
と
は

大
な
被
審
が
出
た
場
禽
に
は
、
國
が

薄
保
険
餐
と
し
て
一
定
の
負
撫
限
度

額
ま
で
保
障
し
て
く
れ
ま
す
の
で
安

心
で
す
。
（
地
震
保
険
に
関
す
る
法
律
）

保
険
料
は
地
域
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す

　
そ
れ
で
は
、
地
震
保
険
の
内
容
を

簡
単
に
説
鯛
し
濠
し
ょ
う
．

　
保
険
の
対
象
と
な
る
の
は
、
屠
住

粥
の
建
物
と
家
財
（
た
だ
し
、
自
動

車
や
、
一
欄
ま
た
は
一
総
の
緬
格
が

三
十
万
円
を
越
え
る
貴
金
屡
類
は
除

き
ま
す
）
で
、
保
険
料
は
建
物
の
構

造
（
鉄
筋
・
木
造
な
ど
）
や
地
域
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
ま
た
、
補
償

金
の
最
蕩
限
度
額
は
、
建
物
で
｝
千

万
円
、
家
財
で
五
菅
万
円
で
す
。

　
な
お
、
地
震
保
険
は
単
独
で
の
契

約
は
で
き
ま
せ
ん
．
火
災
保
険
と
セ

ッ
ト
で
お
囎
し
込
み
く
だ
さ
い
停

　
詳
し
い
こ
と
は
、
撰
書
保
険
会
社

や
そ
の
代
理
店
、
ま
た
（
祇
）
日
奉
撮

審
保
険
協
会
ま
で
お
問
い
倉
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
（
縫
）
日
本
損
害
保
険
協
会

　
管
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1
王

知つておきたい

年金知識
問い合わせ

翻艮隼金係費6－3王31（54）

こ
ん
な
と
き
種
溺
変
更
の

　
　
届
畿
が
必
要
で
す

　
就
職
や
結
婚
な
ど
で
新
し
い
生
活

を
遡
え
る
皆
さ
ん
、
忘
れ
ず
に
麗
艮

年
金
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
翻
罠
年
金
に
は
、
　
二
十
歳
か
ら
六

十
歳
ま
で
の
す
べ
て
の
入
が
撫
入
し

ま
す
。
加
入
煮
は
次
の
三
種
類
の
種

劉
に
分
け
ら
れ
、
種
剛
が
変
わ
る
た

び
に
「
種
別
変
更
履
」
を
購
役
場
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◎
第
一
畢
被
保
険
餐

　
農
業
や
漁
業
な
ど
の
自
営
業
の
方
、

無
職
の
方
や
学
年
の
方
が
該
当
し
ま

す
。

◎
第
二
弩
被
保
険
者

　
摩
生
年
金
及
び
共
済
緯
合
に
加
入

し
て
い
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
公
務
員

の
方
が
該
当
し
ま
す
ゆ

◎
第
三
号
被
保
険
者

　
第
二
畢
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て

い
る
配
偶
餐
の
方
が
該
当
し
ま
す
。

　
例
え
ば
、
第
一
暑
被
保
険
煮
で
あ

っ
た
方
が
会
社
に
就
職
す
る
と
、
第

二
畢
被
保
険
春
に
な
り
ま
す
．
ま
た
、

狭
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
は
第
三
被

保
険
者
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
被
保
険
餐
の
種
別
が

変
わ
っ
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
町
役
場

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
れ
ら
の
手
続
き
を
怠
り
ま
す
と
、

鶴
金
を
受
け
る
の
に
必
要
な
朗
閥
が

足
り
な
く
な
り
、
年
金
が
受
け
ら
れ

な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
二
十
歳
の
茄
入
に
始
ま
っ
て
、
六

牽
歳
の
誕
生
臼
を
迎
え
る
ま
で
の
人

生
の
節
自
に
は
、
国
昆
年
金
の
手
続

き
を
忘
れ
ず
に
行
い
、
安
建
し
た
老

後
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

◎
＼〆第構被購

）
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楽
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餐
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松
之
山
囲
碁
会

　
今
趨
は
、
松
之
痢
囲
嫉
会
を
紹
介

し
ま
す
．
、

　
囲
碁
会
の
歴
史
は
古
！
＼
昭
灘
黒

十
七
年
晒
か
ら
彗
動
し
ザ
、
い
ま
す
。

現
在
、
ノ
、
、
，
翻
、
は
約
鶯
十
名
ほ
ど
で
す

が
、
全
騨
フ
集
ま
る
と
い
つ
機
会
は

た
瀞
な
か
あ
り
ま
せ
ん
、
、

　
驚
期
的
な
濡
動
は
し
、
㌧
い
ま
サ
ハ

が
、
、
人
い
れ
ば
対
局
で
き
濠
す
か

ら
、
会
鑓
岡
士
や
、
織
の
合
っ
た
仲
闇
、

ま
た
職
場
な
ど
で
各
自
が
腕
を
磨
い

て
い
ま
ず
。
’
．
の
漉
動
り
慰
蓉
ト
、

毎
航
二
月
に
躍
”
催
し
て
い
る
　
織
蘇
一

闇
擬
大
会
し
で
す
。
昨
侮
か
ら
．
．
鍔

に
も
大
会
ん
翼
施
し
て
い
薮
す
、
繍

タムシバ（モクレン科）

　　　（俗名）：コブシ

ご
ろ
磨
い
た
腕
を
試
す
絶
好
の
機
会

で
す
し
、
ま
た
、
．
蓬
の
交
流
の
場
で

も
あ
り
濠
す
章
毎
年
、
郡
囲
碁
大
へ
．

が
あ
り
跡
村
を
持
ち
灘
り
で
開
催
し

て
い
ま
す
、
囲
鍵
彊
は
、
、
鰻
の
体
委
に

も
な
り
、
優
稚
な
趣
㎜
瞭
と
し
て
末
敦

ノ
襲
し
む
に
は
叢
適
で
す
，

　
い
ま
、
麟
碁
柔
靴
麟
的

に
・
プ
ブ
盛
ん
で
す
。
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形が、右霧対称でない。葉が開か

ないうちに、雑。木麹醸こ白い花を

咲かせるので“、遠くからでも蒙に

つく妾松之1．．1、鐙は、コブシと呼ん
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親
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ど
う
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楽
し
さ
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っ
ぱ
い
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代
醗
慶
紹
介
し
豪
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昨
年
の
十
鍔
、

通
に
セ
駆
け
デ
、
鰍

る
さ
と
／
熊
　
ゆ
も

た
。
シ
隷
ッ
ビ
ン
グ
セ

堂
．
静
．
翠
観
光
・
交
通
案
内
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ー
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的
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ー
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進
む
騰
藪
．
瓶
．
．
の
「
道

の
駅
恥
　
｝
し
グ
、
の
期
緯
蕩
ま
っ
て

ヤ
　
　
　
　
い
　
の

し
ま
博

　
ま
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、
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の
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”
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懲
の
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え
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代
フ
ァ
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”
地
震
列
島
”
と
呼
ば
れ
る
臼
本
で
は
、
い
つ
、
ど
二
で
地
震
が
趨
き

て
も
不
思
議
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、
　
一
月
十
七
田
に
兵
簿
県
淡
路
島
で
発
生

し
た
「
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神
大
震
災
」
で
は
、
五
千
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を
越
え
る
犠
牲
者
、
九
万
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棟
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の
建
物
が
損
壊
す
る
な
ど
の
大
き
な
被
害
と
な
り
ま
し
た
．
そ
こ
で
、

　
　
注
欝
さ
れ
て
い
る
「
地
震
保
険
」
．

　
「
地
震
で
家
が
壊
れ
て
し
ま
っ
た
。

で
も
、
火
災
保
険
に
入
っ
て
い
る
か

ら
大
丈
夫
し
；
－
…
な
ん
て
考
え
て
い

た
ら
大
閥
違
い
。
一
般
の
火
災
保
険

で
は
、
地
震
に
よ
る
住
竃
や
家
財
の

擬
憲
が
補
償
さ
れ
な
い
の
を
ご
存
じ

で
す
か
。

　
建
物
の
倒
壌
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
地
震
が
原
溺
で
発
生
し
た
火
災

（
ス
ト
ー
プ
が
地
震
の
揺
れ
で
倒
れ

患
火
し
た
場
合
な
ど
）
に
よ
る
撰
審

も
、
火
災
保
険
で
は
補
嬢
の
対
象
に

な
ら
な
い
の
で
す
。

　
で
は
、
ど
う
す
れ
ば
あ
な
た
の
大

切
な
財
産
を
地
震
か
ら
等
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
と
き

地
震
保
険
が
お
役
砿
立
ち
窟
す
。

圏
が
再
保
険
者
で
す
か
ら

安
心
で
す

　
地
震
保
険
は
、
地
震
は
も
ち
ろ
ん
、

艦
火
や
津
波
が
漂
鶴
で
起
き
た
火
災

や
撰
壊
、
埋
没
、
流
失
な
ど
の
損
害

に
つ
い
て
も
補
償
し
て
く
れ
る
、
頼

り
が
い
の
あ
る
保
険
で
す
。

　
こ
の
保
険
の
｝
番
の
特
徴
は
、
國

が
再
保
険
潔
に
な
っ
て
い
る
こ
と
肇

か
り
江
大
き
な
地
震
が
発
生
し
て
甚

こ
の
地
震
保
険
と
は

大
な
被
審
が
出
た
場
禽
に
は
、
國
が

薄
保
険
餐
と
し
て
一
定
の
負
撫
限
度

額
ま
で
保
障
し
て
く
れ
ま
す
の
で
安

心
で
す
。
（
地
震
保
険
に
関
す
る
法
律
）

保
険
料
は
地
域
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す

　
そ
れ
で
は
、
地
震
保
険
の
内
容
を

簡
単
に
説
鯛
し
濠
し
ょ
う
．

　
保
険
の
対
象
と
な
る
の
は
、
屠
住

粥
の
建
物
と
家
財
（
た
だ
し
、
自
動

車
や
、
一
欄
ま
た
は
一
総
の
緬
格
が

三
十
万
円
を
越
え
る
貴
金
屡
類
は
除

き
ま
す
）
で
、
保
険
料
は
建
物
の
構

造
（
鉄
筋
・
木
造
な
ど
）
や
地
域
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
ま
た
、
補
償

金
の
最
蕩
限
度
額
は
、
建
物
で
｝
千

万
円
、
家
財
で
五
菅
万
円
で
す
。

　
な
お
、
地
震
保
険
は
単
独
で
の
契

約
は
で
き
ま
せ
ん
．
火
災
保
険
と
セ

ッ
ト
で
お
囎
し
込
み
く
だ
さ
い
停

　
詳
し
い
こ
と
は
、
撰
書
保
険
会
社

や
そ
の
代
理
店
、
ま
た
（
祇
）
日
奉
撮

審
保
険
協
会
ま
で
お
問
い
倉
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
（
縫
）
日
本
損
害
保
険
協
会

　
管
0
3
－
3
2
5
5
－
1
2
1
王

知つておきたい

年金知識
問い合わせ

翻艮隼金係費6－3王31（54）

こ
ん
な
と
き
種
溺
変
更
の

　
　
届
畿
が
必
要
で
す

　
就
職
や
結
婚
な
ど
で
新
し
い
生
活

を
遡
え
る
皆
さ
ん
、
忘
れ
ず
に
麗
艮

年
金
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
翻
罠
年
金
に
は
、
　
二
十
歳
か
ら
六

十
歳
ま
で
の
す
べ
て
の
入
が
撫
入
し

ま
す
。
加
入
煮
は
次
の
三
種
類
の
種

劉
に
分
け
ら
れ
、
種
剛
が
変
わ
る
た

び
に
「
種
別
変
更
履
」
を
購
役
場
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◎
第
一
畢
被
保
険
餐

　
農
業
や
漁
業
な
ど
の
自
営
業
の
方
、

無
職
の
方
や
学
年
の
方
が
該
当
し
ま

す
。

◎
第
二
弩
被
保
険
者

　
摩
生
年
金
及
び
共
済
緯
合
に
加
入

し
て
い
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
公
務
員

の
方
が
該
当
し
ま
す
ゆ

◎
第
三
号
被
保
険
者

　
第
二
畢
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て

い
る
配
偶
餐
の
方
が
該
当
し
ま
す
。

　
例
え
ば
、
第
一
暑
被
保
険
煮
で
あ

っ
た
方
が
会
社
に
就
職
す
る
と
、
第

二
畢
被
保
険
春
に
な
り
ま
す
．
ま
た
、

狭
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
は
第
三
被

保
険
者
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
被
保
険
餐
の
種
別
が

変
わ
っ
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
町
役
場

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
れ
ら
の
手
続
き
を
怠
り
ま
す
と
、

鶴
金
を
受
け
る
の
に
必
要
な
朗
閥
が

足
り
な
く
な
り
、
年
金
が
受
け
ら
れ

な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
二
十
歳
の
茄
入
に
始
ま
っ
て
、
六

牽
歳
の
誕
生
臼
を
迎
え
る
ま
で
の
人

生
の
節
自
に
は
、
国
昆
年
金
の
手
続

き
を
忘
れ
ず
に
行
い
、
安
建
し
た
老

後
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

◎
＼〆第構被購

）

⇔
第3畢被鐸職購第2暑嬢燃

」3



l
o
り
寸
創
1

‘4’

　　　総　　轟　蕪翼

　　　　　囲　　　　繋　幾鐙　　　　　　　　　　　　　　　　讐　　　　　　　　　　　　　　　蓼　　　　　　　　　　　　　　響　　　　　　　　　　　　　響　　　　　　　　　　　響　　　　　　　　　轡　　　　　　欝　　　　　幾　　　　墾　轡灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

事
業
案
内
ヤ
％

　
冬
期
朗
読
教
室
の
第
三
回
目
で
す
．

今
回
の
題
秘
は
、

「
忍
川
』
　
蕊
浦
哲
郎
作

『
松
之
出
の
戻
翻
か
ら
』

　
冬
期
と
い
う
こ
と
で
、
昼
閥
の
教

室
に
な
っ
て
い
ま
す
。
寒
い
冬
を
、

門
声
を
出
す
表
現
活
動
」
で
楽
し
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。
初
め
て
の
方
も
大

歓
迎
で
す
。

▼
期
臼
2
月
捻
臼
（
土
）

▼
時
間
　
午
後
i
蒔
3
0
分
～

▼
場
断
　
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

▼
問
合
せ
・
串
し
込
み

　
　
　
　
町
公
昆
館
6
－
2
2
6
5

　
第
9
9
圃
の
珠
算
検
定
が
実
施
さ
れ

ま
す
。
臼
頃
の
練
習
の
成
果
を
試
し

て
み
ま
せ
ん
か
、

▼
期
日
2
月
扮
臼
（
臼
）

▼
時
間
　
午
蔚
9
時
～

▼
会
場
　
町
商
工
会
議
所

▼
問
合
せ
　
町
商
工
会

　
　
　
　
　
6
－
2
三
7
4

　
　
　
　
　
　
　
“
纏
㊥

　
　
　
　
　
　
　
餅
㊥

　
脳
卒
中
後
遺
症
や
リ
ュ
ー
マ
チ
、

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
な
ど
機
能
訓
練
を

必
要
と
す
る
人
に
対
し
て
、
個
々
に

あ
っ
た
適
切
な
機
能
回
復
酬
練
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

▼
期
日
　
2
月
班
臼
（
火
）

▼
場
所
　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

▼
担
当
　
住
民
課
保
健
衛
生
係

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
も
し
て
い

　
ま
す
。

　
連
絡
　
町
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
6
…
3
1
3
1

　
　
」

　
松
之
山
の
町
民
の
皆
さ
ん
は
、
冬

で
も
元
気
…
杯
で
す
。
雪
で
お
も
い

つ
き
り
楽
し
ん
じ
ゃ
い
ま
し
ょ
う
．
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睦
㌣
蔓
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蔓
馬
塾
嶋
電
毫
篭
i
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亀
i
暫
延
辱
篭
馬
…
6
へ
亀
監
亀
、
駒
、
1
馬
肇
－
亀
、
…
亀
、
匙
、
奄
も
量
、
監
、
華
』
智
、
募
～
塞
、
零
、
奪
、
奪
｝
奪
、
奪
脳
監
、
蚤
一

噌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
刷

㊦・うどく教室のこ案・

　　朗読教：室を冬期も闇催いたします

　　窯い冬を朗読でヂ声を出す衰現活動」

　　　楽しみませんか
　　初めての方もお待ちしています

で
篤

慧
　
　
　
タ

人
慈

大
嚢
生
セ

憩
腰
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ぐ
i
i
i
ミ
、
睾
｝
ー
、
唖
、
薯
峯
鷺
、
セ
セ
塾
』
1
、
奪
t
も
，
t
い
薯
曇
奪
㍗
奪
㌧
奪
り
養
摩
奪
㌧
喜
時
辱
『
書
書
！
！
鷺
・
亀
や
聖
燈
睦
・
睦
・
蔓
見
婁
嶋
6
ら
亀
i
耀
亀
貞
ー
ヤ
…
薯
も
…
竜
、
亀
、
亀
喝
薯
喝
亀
（
さ
見
零
4
零
－
重
「
t
、
亀
、
篭
『
吐
～
蔓
～

鍵
癬
韮
灘
萎
灘
難

　
外
国
人
花
嫁
さ
ん
を
対
象
に
し
た

田
本
語
教
室
で
す
。
こ
の
一
年
間
に

小
学
校
皿
二
一
年
生
の
國
語
の
教
科

書
を
す
べ
て
読
破
し
ま
し
た
。
現
在

は
作
文
に
銚
戦
し
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
た
い
へ
ん
に
熱
心
な
頑
張
り
や
さ

ん
で
す
。

2
月
鴛
臼
（
臼
）

午
後
1
時
3
0
分
～

自
然
休
養
村
セ
ン
タ
…

村
山
悦
夫
先
生

▼
朗
鷺
2
月
2
6
翼
旦

▼
時
閥
　
午
繭
9
時
～

▼
場
斯
　
各
小
掌
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
　
　
松
里
地
区
は
ス
キ
ー
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
萬
o

　
　
　
　
　
べ
・
㌧
評

　
　
　
　
　
戸
（
、
“
蚊
、
　
｛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

　
　
　
　
、
　
、
、
、

　
　
　
、
・
勾

《
Q
　
へ

　
　
Q
　
　
へ
ゑ

　
　
　
耽

▼
期
日

▼
時
間

▼
場
所

▼
講
節

　
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
の
認
定
証
の
期

限
が
、
今
隼
5
月
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。　

更
新
に
つ
き
ま
し
て
は
、
認
定
証

を
お
持
ち
の
方
の
と
こ
ろ
に
葉
書
が

平
成
7
年
難
月
ご
ろ
届
き
ま
す
の
で
、

そ
の
後
に
手
続
き
を
と
っ
て
下
さ
い
。

　
更
新
時
に
、
現
在
の
認
定
証
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
紛
失
し
な
い

よ
う
大
切
に
保
管
し
て
下
さ
い
。
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m
世
紀
か
ら
親
代
に
羅
る

「
世
界
の
葵
術
し

　
明
治
以
降
の
近
代
羨
術
を

窯
と
し
た
「
疑
添
の
美
術
し

　
麟
嚢
屠
作
．
承
を
加
狂
と
し
た

「
新
潟
の
美
術
」

　
こ
の
3
つ
を
コ
レ
ク
シ
翌

ン
の
核
に
、
新
濤
麟
必
美
術

館
は
文
化
と
、
感
動
と
、
潤

い
を
お
鰯
け
し
ま
す
．

〔
．
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地
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潟
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甫
騒
闘
購
掌
艦
掛
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8
－
1
桑
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麟
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8
｝
2
8
｛
4
1
1
1

丁
撚
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8
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2
8
…
4
三
玉
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F企
醸
展
観
覧
料
）

企
醐
展
に
よ
つ
て
観
覧
料
が
異
な

り
ま
す
。
な
お
、
岡
観
覧
料
で
常

設
展
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
窃

〔
常
設
展
観
覧
料
）

　
～
般
…
輔
円
　
大
商
生
…
猶
円

中
・
小
生
…
鵬
円

〔
休
館
漏
）
　
毎
週
月
曜
鷺

灘

O
構
蒙
一

図笥

大わらんじぴ）男　全薫巻　　　　　　　津本　陽

アンネの顯記醗究版　　　　　アンネ・フランク

アン重、ぴ）騰か完全版　　アンネ・フランク

水野瞬郎のわが映爾人焦　　　　　　　水野購郎

照書跡長のまちおこし奮戦記　　　　　絹綺暴孝

新しい人よ眼ざめよ　　　　　　　　大江健三郎

静かな生濡　　　　　　　　　　　　大江健三郎

ぽくが本当に蓉かった畷　　　　　　大江健三郎

翼たちグ）履歴書　　　　　　　　　　　畢坂茂三

小さ嫡の大きな製蹴　　　　小原秀央
アトピーはお縄さんしか治せない　大ぞの千恵子

沃野の然謹　．L・下　　　　　　　　　内繭康夫

譲殺の鰍圏ルート　　　　　　　　　茜紺窟太郎

佛講樺劉、ルート　　　　礫掠太郎
顔薩麻痺　　　　　　　　　　　ビートたけし

かけがえのない贈つ物　　　　　　　　 陶照瓢子

競馬人構　　　　　　　　　　　　　　　吉絹　良

こども　　　キャサリン＆嶽一レンス・アンホルト

これからの生き方、死1訪　　　蝦太“輔
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　　　総　　轟　蕪翼

　　　　　囲　　　　繋　幾鐙　　　　　　　　　　　　　　　　讐　　　　　　　　　　　　　　　蓼　　　　　　　　　　　　　　響　　　　　　　　　　　　　響　　　　　　　　　　　響　　　　　　　　　轡　　　　　　欝　　　　　幾　　　　墾　轡灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

事
業
案
内
ヤ
％

　
冬
期
朗
読
教
室
の
第
三
回
目
で
す
．

今
回
の
題
秘
は
、

「
忍
川
』
　
蕊
浦
哲
郎
作

『
松
之
出
の
戻
翻
か
ら
』

　
冬
期
と
い
う
こ
と
で
、
昼
閥
の
教

室
に
な
っ
て
い
ま
す
。
寒
い
冬
を
、

門
声
を
出
す
表
現
活
動
」
で
楽
し
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。
初
め
て
の
方
も
大

歓
迎
で
す
。

▼
期
臼
2
月
捻
臼
（
土
）

▼
時
間
　
午
後
i
蒔
3
0
分
～

▼
場
断
　
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

▼
問
合
せ
・
串
し
込
み

　
　
　
　
町
公
昆
館
6
－
2
2
6
5

　
第
9
9
圃
の
珠
算
検
定
が
実
施
さ
れ

ま
す
。
臼
頃
の
練
習
の
成
果
を
試
し

て
み
ま
せ
ん
か
、

▼
期
日
2
月
扮
臼
（
臼
）

▼
時
間
　
午
蔚
9
時
～

▼
会
場
　
町
商
工
会
議
所

▼
問
合
せ
　
町
商
工
会

　
　
　
　
　
6
－
2
三
7
4

　
　
　
　
　
　
　
“
纏
㊥

　
　
　
　
　
　
　
餅
㊥

　
脳
卒
中
後
遺
症
や
リ
ュ
ー
マ
チ
、

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
な
ど
機
能
訓
練
を

必
要
と
す
る
人
に
対
し
て
、
個
々
に

あ
っ
た
適
切
な
機
能
回
復
酬
練
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

▼
期
日
　
2
月
班
臼
（
火
）

▼
場
所
　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

▼
担
当
　
住
民
課
保
健
衛
生
係

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
も
し
て
い

　
ま
す
。

　
連
絡
　
町
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
6
…
3
1
3
1

　
　
」

　
松
之
山
の
町
民
の
皆
さ
ん
は
、
冬

で
も
元
気
…
杯
で
す
。
雪
で
お
も
い

つ
き
り
楽
し
ん
じ
ゃ
い
ま
し
ょ
う
．

　マ

轍ψ

蝋

η

～
辱
蔓
…
h
…
睾
馳
，
3
㍗
！
専
レ
ヨ
ら
毫
．
聖
◎
這
・
喜
i
…
・
書
じ
辱
・
…
愉
リ
セ
暫
t
◆
睦
㌣
蔓
彫
篭
～
蔓
馬
塾
嶋
電
毫
篭
i
》
亀
i
暫
延
辱
篭
馬
…
6
へ
亀
監
亀
、
駒
、
1
馬
肇
－
亀
、
…
亀
、
匙
、
奄
も
量
、
監
、
華
』
智
、
募
～
塞
、
零
、
奪
、
奪
｝
奪
、
奪
脳
監
、
蚤
一

噌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
刷

㊦・うどく教室のこ案・

　　朗読教：室を冬期も闇催いたします

　　窯い冬を朗読でヂ声を出す衰現活動」

　　　楽しみませんか
　　初めての方もお待ちしています

で
篤

慧
　
　
　
タ

人
慈

大
嚢
生
セ

憩
腰

　　　☆β　程☆
第1圓　纏月”田dゆ午後童：39～

第2園　1月2肇臼㈹午後書：鐙～

第3圃　2丹醤鍛働午後1＝鐙～

露4画　3弓銘目㈹午後讐：3§～

第5園　4肩15β欝後董：鵠～

お申し込みは　町公艮館まで岱6－2265

ぐ
i
i
i
ミ
、
睾
｝
ー
、
唖
、
薯
峯
鷺
、
セ
セ
塾
』
1
、
奪
t
も
，
t
い
薯
曇
奪
㍗
奪
㌧
奪
り
養
摩
奪
㌧
喜
時
辱
『
書
書
！
！
鷺
・
亀
や
聖
燈
睦
・
睦
・
蔓
見
婁
嶋
6
ら
亀
i
耀
亀
貞
ー
ヤ
…
薯
も
…
竜
、
亀
、
亀
喝
薯
喝
亀
（
さ
見
零
4
零
－
重
「
t
、
亀
、
篭
『
吐
～
蔓
～

鍵
癬
韮
灘
萎
灘
難

　
外
国
人
花
嫁
さ
ん
を
対
象
に
し
た

田
本
語
教
室
で
す
。
こ
の
一
年
間
に

小
学
校
皿
二
一
年
生
の
國
語
の
教
科

書
を
す
べ
て
読
破
し
ま
し
た
。
現
在

は
作
文
に
銚
戦
し
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
た
い
へ
ん
に
熱
心
な
頑
張
り
や
さ

ん
で
す
。

2
月
鴛
臼
（
臼
）

午
後
1
時
3
0
分
～

自
然
休
養
村
セ
ン
タ
…

村
山
悦
夫
先
生

▼
朗
鷺
2
月
2
6
翼
旦

▼
時
閥
　
午
繭
9
時
～

▼
場
斯
　
各
小
掌
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
　
　
松
里
地
区
は
ス
キ
ー
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
萬
o

　
　
　
　
　
べ
・
㌧
評

　
　
　
　
　
戸
（
、
“
蚊
、
　
｛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

　
　
　
　
、
　
、
、
、

　
　
　
、
・
勾

《
Q
　
へ

　
　
Q
　
　
へ
ゑ

　
　
　
耽

▼
期
日

▼
時
間

▼
場
所

▼
講
節

　
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
の
認
定
証
の
期

限
が
、
今
隼
5
月
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。　

更
新
に
つ
き
ま
し
て
は
、
認
定
証

を
お
持
ち
の
方
の
と
こ
ろ
に
葉
書
が

平
成
7
年
難
月
ご
ろ
届
き
ま
す
の
で
、

そ
の
後
に
手
続
き
を
と
っ
て
下
さ
い
。

　
更
新
時
に
、
現
在
の
認
定
証
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
紛
失
し
な
い

よ
う
大
切
に
保
管
し
て
下
さ
い
。
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松之醐では満瀦（磁以一1つ畑醗人蹴）脳で瀕（列i生欝翫関錫賑臆灘査で・陶ほi

雛、鷺難lrlll議，蝶灘蕩贈雛き　　織
嘲み総搬されてい餓　　　　　　iiこのグラフ観るとわかるよ驚懸卿）糊
こび劇繍磁翻轍建臨畑ろん鋤顧獺ξこiiさ嫡のほこ噸じひるも臆「豊か1

二ll鎌灘1撫念綴簾，論i醗　∵丸義　職
作りをする濡動、健康作りをする活勲などを穣極的に推進する必要雛　　豊かな自然範）中秘あたたかい人惰にあかれΦ　i

があります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　l町作りを、みんなで考えていきたいものですね。i
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ウ
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驚
徹

嘱
人

町
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熊＞悼
櫨鐙難

議
灘
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m
世
紀
か
ら
親
代
に
羅
る

「
世
界
の
葵
術
し

　
明
治
以
降
の
近
代
羨
術
を

窯
と
し
た
「
疑
添
の
美
術
し

　
麟
嚢
屠
作
．
承
を
加
狂
と
し
た

「
新
潟
の
美
術
」

　
こ
の
3
つ
を
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レ
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シ
翌
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核
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、
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濤
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照書跡長のまちおこし奮戦記　　　　　絹綺暴孝

新しい人よ眼ざめよ　　　　　　　　大江健三郎
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ぽくが本当に蓉かった畷　　　　　　大江健三郎

翼たちグ）履歴書　　　　　　　　　　　畢坂茂三

小さ嫡の大きな製蹴　　　　小原秀央
アトピーはお縄さんしか治せない　大ぞの千恵子
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固
定
資
産
諜
税
台
帳
が

　
　
縦
覧
で
き
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
税
務
係

　
圃
定
資
産
課
税
台
緩
は
、
圃
定
資

産
の
課
税
に
あ
た
っ
て
基
本
的
な
重

要
鰻
簿
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
納
税

者
に
見
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

登
録
事
項
の
正
確
性
を
確
か
め
る
制

度
で
す
。

　
今
隼
の
台
帳
縦
覧
期
間
は
、
一
カ

月
延
期
さ
れ
ま
し
た
。
実
施
期
聞
は

次
の
と
お
り
で
す
。

《
期
間
》

　
4
月
5
臼
（
水
）
か
ら
鍛
溝
（
月
）

《
場
所
》

　
松
之
山
町
役
場
　
2
階
　
税
務
係

《
問
い
合
わ
せ
》

　
松
之
山
町
役
場
税
務
係

　
　
数
6
－
3
1
3
1
内
線
2
6
・
2
7

登
記
地
目
と
現
況
が

　
　
異
っ
て
い
ま
せ
ん
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
税
務
係

　
い
ま
ま
で
皆
さ
ん
か
ら
串
魯
し
て

い
た
だ
い
た
土
地
に
つ
い
て
は
「
現

況
確
認
」
を
終
え
ま
し
た
が
、
来
年

以
降
も
現
況
を
確
認
し
現
況
課
税

を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　
あ
な
た
の
所
有
地
で
、
登
記
地
目

と
現
況
が
異
な
っ
て
い
る
土
地
（
農

地
に
限
ら
ず
全
地
目
）
を
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
申
告
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
申
告
書
》

　
役
場
税
務
係
に
絹
意
し
て
あ
り
ま

　
す
の
で
、
係
へ
請
求
く
だ
さ
い
。

《
申
省
期
日
》

平
成
7
年
3
月
末
8

《
問
い
含
わ
せ
》

　
松
之
山
邸
役
場
税
務
係

　
　
貿
6
…
3
王
3
1
内
線
2
6
・
2
7

新
璽
交
換
機
導
入
工
事
で

　
　
電
謡
が
使
え
ま
せ
ん

　
　
　
　
　
N
了
丁
上
越
支
店

　
新
型
交
換
機
へ
の
切
替
え
工
事
を

実
施
す
る
た
め
、
左
記
の
臼
時
に
電

謡
が
3
分
程
度
使
胴
で
き
な
く
な
り

ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
麟
し
上
げ
ま
す
。

《
期
　
臼
》

平
成
7
隼
3
月
2
臼
（
木
）

《
時
　
間
》

午
後
0
時
3
0
分
か
ら
3
分
程
度

《
対
象
地
》

松
之
山
町
全
域

《
間
い
含
わ
せ
先
》

N
T
T
上
越
支
店

費
0
玉
2
0
－
4
9
2
9
4
9

　
　
　
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
〉

上
越
保
健
所
の
健
康

　
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　
　
　
　
上
越
保
健
所

《
サ
葦
ビ
ス
時
間
幕
》

　
平
日
は
、
午
後
5
時
か
ら
翌
日
午

蔚
8
時
3
0
分
ま
で
。

　
土
曜
・
臼
曜
・
祝
日
は
終
沼
。

※
有
記
以
外
の
時
間
帯
は
、
直
接
職

員
が
健
康
相
談
に
応
じ
ま
す
。

《
電
謡
番
号
》

　
麿
0
2
5
5
－
2
3
1
1
3
王
5

2月・3月の相談内容

内　　　　　　容

月 赤ちゃん冬にまけないで

火 受験期の食事について

水 膚こりしている人いませんか

木 白内障について

金土日 医薬分業のお話し

相
続
登
記
の
無
料
相
談
を

　
　
実
施
し
ま
す

　
　
　
　
新
潟
県
司
法
書
士
会

　
新
潟
票
司
法
書
士
会
で
は
、
毎
年

2
月
の
一
カ
月
間
を
「
相
続
登
記
は

お
済
で
す
か
月
閥
『
と
定
め
、
相
続

登
記
に
つ
い
て
の
無
料
相
談
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
相
続
登
記
を
し
て
い
ま
せ
ん
と
、

い
つ
の
ま
に
か
相
続
関
係
渚
が
多
く

な
り
、
そ
の
閥
土
地
高
騰
や
感
惰
の

も
つ
れ
な
ど
ト
ラ
ブ
ル
や
障
害
が
発

生
す
る
お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
税
金
の
申
告
が
済
ん
で
い

る
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
で
相
続
の

登
記
が
完
了
し
た
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
こ
の
機
会
に
お
近
く
の
司
法
書
士

に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相

続
登
記
に
つ
い
て
、
無
料
で
ご
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。

　
新
潟
県
笥
法
書
士
会

　
費
0
2
5
－
2
2
8
…
摩
5
8
9

y『兵嘩県南部地震の義援金にご協力を！
　1月17Ei午酬5蒔46分頃、兵庫県淡踏島北部を震　　レ受付期問　4月中旬まで

源とし大規模な地震が発生しました。　　　　　　　〉受付窓P　購役場内の社会福祉協議会

　臼本赤十字1椎では、救護斑を中心に救援活動にあ　　レ郵便振替　口座番号00i70－6一裏020

たっていますが、被害が拡大していることから義援　　　　　　　　名　　義　臼本赤十字桂

金の受億を行っています、　　　　　　　　　　　　　（漣〉受付は現金とします。

　皆さんの暖かいご協力をお願いします。　　　　　　　（渥〉兵庫票南部地震義援金と明記ください。

　
　
　
応
募
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
　
　
　
今
無
の
九
月
、
轟
知
県
傭
源
瞭
で

匪　
　
　
　
「
第
一
繍
全
國
棚
騰
サ
ミ
ッ
ト
し
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

　
　
　
　
い
う
棚
田
の
保
樫
を
テ
；
マ
に
し
た

團　
　
　
イ
ベ
ン
ト
が
醐
鰹
さ
れ
ま
す
。
そ
の

　
　
　
ヂ
ノ

　
　
　
プ
レ
ィ
ベ
ン
ト
と
し
て
次
の
よ
う
な

圃　
　
　
写
真
灘
ン
テ
ス
ト
が
あ
触
ま
す
、

　
　
　
　
皆
さ
ん
も
松
之
霞
の
段
々
た
ん
ぼ

囲
を
撮
っ
て
応
募
し
て
み
棄
せ
ん
発

　
　
　
　
【
婁
催
｝
棚
懸
フ
オ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

固
実
蕃
会
杢
顯
霧

　
　
　
　
田
）
連
絡
協
議
会
・
劇
繍
ふ
る
さ

團
ξ
2

　
　
　
　
門
テ
ー
マ
】
績
塞
の
農
業
の
麗
史
と

園
碁
々
と
擢
多
ぞ

園　
　
　
　
築
き
上
げ
た
「
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
し
…

　
　
　
　
棚
顯
、
田
本
の
水
田
の
一
鶴
を
露

　
　
　
　
め
る
棚
穣
を
通
じ
、
自
然
・
食
・

　
　
　
　
風
攣
・
歴
史
・
暮
ら
し
・
観
光
な

　
　
　
　
ど
を
と
ら
え
て
く
だ
さ
い
．

ん
勘

動
麟夢

洲
ゆ

噺
7
　
、

神
臨

門
題
材
】
棚
欝
に
関
遜
し
た
も
の
で

あ
れ
ば
題
材
は
慮
由
で
す
。
ま
た
、

今
年
搬
影
し
た
も
の
で
な
く
と
も

未
発
褒
の
も
の
で
あ
れ
ば
受
付
ま

す
。
　
（
ネ
ガ
が
し
っ
か
り
し
て
い

て
プ
弓
ン
ト
が
驚
能
な
も
の
）

【
サ
イ
ズ
】
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
豪
た

は
、
臼
黒
プ
リ
ン
ト
（
闘
つ
切
り
〉

【
応
幕
方
法
｝
爾
題
、
住
斯
、
撮
名

年
齢
、
職
業
、
　
　
　
、
、

撮
影
場
醗
（
な
る
べ
く
詳
し
く
）

撮
影
デ
ー
タ
…
を
記
入
し
た
応
幕

閑
紙
を
俘
晶
の
裏
麟
に
貼
付
、

【
送
付
先
・
問
い
合
わ
芝
㈱
ふ
る

き
ゃ
ら
ネ
ツ
ト
ワ
ー
ク
（
棚
田
フ

オ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
》

粥
務
鰯
、
苧
㈱
東
窟
都
親
宿
区
蒋

葉
1
－
6
エ
｝
、
〆
ゼ
ル
B
O
X
1
0

i
、
費
0
3
…
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5
5
…
o
鍍
2
0

【
応
幕
締
切
｝
単
成
7
年
7
月
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
猿

　
　
　
　
　
’

　
　
　
　
　
　
φ

　
　
　
　
へ

　
　
　
　
　
　
．
～

言
＆
街
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捲
　
（
・

乏遂

薇
潔
雑

食
ヤ
3
⇔
よ
　
　
　
　
～

　
　
　
　
　
”
2

肇
λ
｛

篭
伽
伊
嚇
蕊

や
）
蔵
ん
纏
　
　
　
（

喋
つ
ぢ
厚
導

　
兵
庫
県
鶴
部
地
震
に

対
す
る
義
援
金

　
…
月
三
十
…
霞
ま
で
裟
松
之
街
購

社
会
禰
祉
協
譲
会
に
審
せ
ら
れ
た
義

　
　
　
、
ほ
．
お
瀬
い
し
ま
し
た
義
援

金
は
、
鰹
塞
券
十
字
役
を
通
じ
豪
し

て
現
地
へ
送
金
さ
せ
ヂ
、
い
た
だ
き
ま

す
。　

皆
さ
ま
の
ご
穣
簿
に
感
謝
申
し
烹

げ
ま
す
。
　
ハ
敬
称
略
）

◇
時
役
場
・
診
療
所
・
教
脊
婁
轟
会
・

　
公
鍵
館
・
保
脊
所
職
蝿

　
　
　
　
　
　
一
〇
一
、
八
九
八
円

◇
五
十
嵐
成
男
（
湯
本
）

　
　
　
　
　
　
｝
○
○
、
○
○
○
円

　
　
　
　
進
（
下
籔
池
）

　
　
　
　
　
　
　
一
〇
、
○
○
（
）
円

◇
村
由
潔
（
烹
川
、
攣
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
｝
、
○
○
○
円

◇
瀦
久
井
庶
司
（
水
梨
）

　
　
　
　
　
　
　
一
〇
、
○
○
○
円

◇
町
　
畿
　
会
　
烈
○
、
○
○
○
円

◇
天
承
越
キ
ノ
コ
工
場
職
蝿
一
闘

　
　
　
　
　
　
　
八
、
○
○
○
円

　
　
　
　
　
　
（
湯
之
島
）

　
　
　
　
　
　
　
｝
○
、
○
○
○
円

◇
松
之
由
撚
糸
黒
場

　
　
　
　
　
　
　
｝
○
、
○
○
○
円

◇
松
之
山
小
学
校

　
　
俳
句

　
　
　
灘
男
り

　
　
タ
暮
の
路
傍
に
立
て
り
雪
達
磨

　
　
む
さ
さ
び
の
静
か
な
飛
翔
雪
明
り

　
　
　
　
　
ほ
　
　
や

　
　
璽
折
や
寄
生
の
緑
の
み
づ
み
づ
し

　
　
身
支
度
を
し
て
大
雪
に
挑
み
け
り

　
　
杉
の
秀
の
み
な
傾
け
り
深
雪
購

　
　
　
　
　
　
　
小
　
谷
　
鈴
木
　
俊
　

「
，
、
…
ま
つ
の
や
ま
文
芸

だ

一
五
、
○
○
○
円

ま
　
　
り

力
　
極

農
協
の
売
出
し
お
ふ
く
ろ
紐
ゆ
る
み

え
ぎ
り
間
に
雀
群
が
る
冬
日
和

電
柱
に
う
ら
表
あ
導
吹
雪
あ
と

ラ
ジ
オ
俸
操
済
ん
で
お
ま
け
の
深
呼
吸

　
　
　
　
　
豊
　
懸
　
竹
内
　
鉄
孝

　
　
　
　
　
　
　
七
一
、
二
ご
瓢
円

◇
炎
沢
久
轡
（
松
之
山
）

　
　
　
　
　
　
　
　
五
、
○
○
○
円

○
編
住
館
従
業
麟
一
岡

　
　
　
　
　
　
　
一
七
、
○
○
○
門

⇔
役
場
の
幕
金
箱
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
三
駕
、
六
八
闘
円

　
禽
　
計
　
　
照
四
二
、
七
九
五
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松
之
由
町
社
会
編
祉
協
議
会
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固
定
資
産
諜
税
台
帳
が

　
　
縦
覧
で
き
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
税
務
係

　
圃
定
資
産
課
税
台
緩
は
、
圃
定
資

産
の
課
税
に
あ
た
っ
て
基
本
的
な
重

要
鰻
簿
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
納
税

者
に
見
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

登
録
事
項
の
正
確
性
を
確
か
め
る
制

度
で
す
。

　
今
隼
の
台
帳
縦
覧
期
間
は
、
一
カ

月
延
期
さ
れ
ま
し
た
。
実
施
期
聞
は

次
の
と
お
り
で
す
。

《
期
間
》

　
4
月
5
臼
（
水
）
か
ら
鍛
溝
（
月
）

《
場
所
》

　
松
之
山
町
役
場
　
2
階
　
税
務
係

《
問
い
合
わ
せ
》

　
松
之
山
町
役
場
税
務
係

　
　
数
6
－
3
1
3
1
内
線
2
6
・
2
7

登
記
地
目
と
現
況
が

　
　
異
っ
て
い
ま
せ
ん
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
税
務
係

　
い
ま
ま
で
皆
さ
ん
か
ら
串
魯
し
て

い
た
だ
い
た
土
地
に
つ
い
て
は
「
現

況
確
認
」
を
終
え
ま
し
た
が
、
来
年

以
降
も
現
況
を
確
認
し
現
況
課
税

を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　
あ
な
た
の
所
有
地
で
、
登
記
地
目

と
現
況
が
異
な
っ
て
い
る
土
地
（
農

地
に
限
ら
ず
全
地
目
）
を
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
申
告
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
申
告
書
》

　
役
場
税
務
係
に
絹
意
し
て
あ
り
ま

　
す
の
で
、
係
へ
請
求
く
だ
さ
い
。

《
申
省
期
日
》

平
成
7
年
3
月
末
8

《
問
い
含
わ
せ
》

　
松
之
山
邸
役
場
税
務
係

　
　
貿
6
…
3
王
3
1
内
線
2
6
・
2
7

新
璽
交
換
機
導
入
工
事
で

　
　
電
謡
が
使
え
ま
せ
ん

　
　
　
　
　
N
了
丁
上
越
支
店

　
新
型
交
換
機
へ
の
切
替
え
工
事
を

実
施
す
る
た
め
、
左
記
の
臼
時
に
電

謡
が
3
分
程
度
使
胴
で
き
な
く
な
り

ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
麟
し
上
げ
ま
す
。

《
期
　
臼
》

平
成
7
隼
3
月
2
臼
（
木
）

《
時
　
間
》

午
後
0
時
3
0
分
か
ら
3
分
程
度

《
対
象
地
》

松
之
山
町
全
域

《
間
い
含
わ
せ
先
》

N
T
T
上
越
支
店

費
0
玉
2
0
－
4
9
2
9
4
9

　
　
　
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
〉

上
越
保
健
所
の
健
康

　
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　
　
　
　
上
越
保
健
所

《
サ
葦
ビ
ス
時
間
幕
》

　
平
日
は
、
午
後
5
時
か
ら
翌
日
午

蔚
8
時
3
0
分
ま
で
。

　
土
曜
・
臼
曜
・
祝
日
は
終
沼
。

※
有
記
以
外
の
時
間
帯
は
、
直
接
職

員
が
健
康
相
談
に
応
じ
ま
す
。

《
電
謡
番
号
》

　
麿
0
2
5
5
－
2
3
1
1
3
王
5

2月・3月の相談内容

内　　　　　　容

月 赤ちゃん冬にまけないで

火 受験期の食事について

水 膚こりしている人いませんか

木 白内障について

金土日 医薬分業のお話し

相
続
登
記
の
無
料
相
談
を

　
　
実
施
し
ま
す

　
　
　
　
新
潟
県
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潟
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。
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地
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感
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つ
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y『兵嘩県南部地震の義援金にご協力を！
　1月17Ei午酬5蒔46分頃、兵庫県淡踏島北部を震　　レ受付期問　4月中旬まで

源とし大規模な地震が発生しました。　　　　　　　〉受付窓P　購役場内の社会福祉協議会

　臼本赤十字1椎では、救護斑を中心に救援活動にあ　　レ郵便振替　口座番号00i70－6一裏020

たっていますが、被害が拡大していることから義援　　　　　　　　名　　義　臼本赤十字桂

金の受億を行っています、　　　　　　　　　　　　　（漣〉受付は現金とします。

　皆さんの暖かいご協力をお願いします。　　　　　　　（渥〉兵庫票南部地震義援金と明記ください。
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いい反物を織るには
　　　　　集申することが大切

瑚在の機織りの仕事を始めてから今年で24年。それ以

前は、機織りの原料の糸を生産していたそうです。いま

由縣織物さんでは、女牲の方王0名が働いています。反物

にもいろいろな種類があり、難しいもので1週間かかる

ものもあれば王鷺で終わるものもあるそうです。出来上

がった縮み織りは、小千谷毒の会投に嶺き取られて行き

ます。　ザ機織りは単純な仕事です。でも、仕事が綴か、

グ）でとっても神経を使うんです。集申していないといい

反：物ができないんですよ，」と謡していました。

温棄建体臼
蒙…1温泉センター

2月12・9・16・23

3月12・9・璽6・23・3・

　　　　　　　　　ぜら
　鳳b　　　　，・騒
※翠の湯は冬期聞休みです

、圏圏國團＿、
露働で驚雛，　麟鍔，）

難ちゃん柳綱縫鷺んの長男
　　　　　湯本（柳屋〉　　　　　　　　　　　　　6・達2・31

お《糟ゐ灘驚》

石塚ヨシさん　　器歳

　　　　　田麦鉱（新櫻）

山岸サワさん　　88歳

　　　　　湯出（不老閣〉

津端・マスさん　　87歳

　　　　光闘！精進場〉

小野塚ナカさん　9（臓

　　　　　．上綴池（天東）

（死亡年月1三D

・i専亙

7・王・王5

7・王・i6

7・王・2玉

濠1月王Elかり31鷺までの窟串分です。

※彦｛幸熱こ毒琵せてほしくないプヲは、羅1銭のとき

　に窓口にお話しください。
＼

　　　　3　年
　　小見太郎くん

　　　（中原原）

　リレーてやノぐ1・ンんもらっ“て、㌧』つ

し柔うけんめい滝一．｝ている、ヒころを

擢iき表したc　セゥている人と1志えん

毛、ていξ入、の大きさを琴えて描き、タ＝
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翼沼夏美さん
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もうすぐゴールだ
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